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広報たけた 平成18年8月号 2

竹田市施設利用案内
　平成 17年 4月 1日に新竹田市が発足して、それまで利用する機会の
なかった各地域の施設が竹田市民として利用できるようになりました。
　しかし、各地域にどのような施設があるかよくわからないという声も
ありましたので、竹田市の施設について、利用方法や連絡先をお知らせ
します。
　ただし、お問い合わせや申し込みは、各施設もしくは施設管理課へお
願いします。なお、施設によっては、付属設備の使用料や電気代等が必
要な場合があります。
　また、小中学校の施設を利用したい場合は、直接学校へ連絡してくだ
さい。

公
民
館
・
文
化
会
館

　
文
化
施
設
と
し
て
は
、
竹
田
市

文
化
会
館
、
竹
田
市
・
荻
・
久
住
・

直
入
の
中
央
公
民
館
を
は
じ
め
、

19
の
公
民
館
と
付
随
す
る
７
施
設

が
あ
り
ま
す
。

　
収
容
人
数
の
多
い
竹
田
市
文
化

会
館
で
は
成
人
式
や
声
楽
コ
ン
ク

ー
ル
等
、
久
住
中
央
公
民
館
で
は

久
住
高
原
の
唄
日
本
一
大
会
等
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

使
用
料
例

 

・
竹
田
市
中
央
公
民
館
集
会
室

　
８
時
30
分
〜
12
時
　
５
２
０
円

　
12
時
〜
17
時
　
　
　
７
３
０
円

　
17
時
〜
22
時
　
　
１
、０
５
０
円

　
そ
の
他
１
時
間
に
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
１
０
円

 

・
柏
原
公
民
館
ホ
ー
ル

　
８
時
30
分
〜
12
時
・
12
時
〜
17

　
時
・
17
時
〜
22
時

　
　
　
　
　
　
　

１
、０
５
０
円

　
８
時
30
分
〜
17
時

　
　
　
　
　
　
　

２
、１
０
０
円

名　　　　　　称 連絡先 名　　　　　　称 連絡先

竹田市中央公民館 63-1044 　　　竹田分館体育館 63-4190

　　　竹田分館 63-4190 　　　玉来分館体育館 63-1067

　　　岡本分館 62-3863 　　　嫗岳分館体育館 67-2120

　　　明治分館 62-3164 　　　宮砥分館体育館 67-2001

　　　豊岡分館 62-4195 　　　荻中央公民館 68-2025

　　　玉来分館 63-1067 　　　柏原公民館 68-2025

　　　松本分館 63-1068 　　　久住中央公民館
76-0717

　　　入田分館 62-2955 　　　久住保健センター（併設）

　　　嫗岳分館 67-2120 　　　都野公民館 77-2001

　　　宮砥分館 67-2001 　　　白丹公民館 76-0028

　　　菅生分館 65-2222 　　　直入中央公民館
75-2240

　　　宮城分館 66-2014 　　　直入山村交流センター

　　　城原地区館 66-2001 　　　竹田市文化会館 63-2735

施設の名称及び連絡先
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竹
田
市
総
合
運
動
公
園
、
久
住

総
合
運
動
公
園
、
直
入
総
合
運
動

公
園
、
荻
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
、
各
地

域
に
体
育
施
設
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

　

敷
地
内
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ

ョ
ギ
ン
グ
等
に
使
用
で
き
る
場
と

し
て
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
体

育
館
や
陸
上
競
技
場
、
照
明
、
道

具
等
は
使
用
に
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

　

ま
た
、
上
記
の
施
設
以
外
に
も
、

各
小
学
校･

中
学
校
の
体
育
館
等

も
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

使
用
料
例

・
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競

　

技
場　

個
人
年
会
費

　

小
・
中
学
校　

５
０
０
円

　

高
校　
　

 

１
、０
０
０
円

　

一
般　
　

 

３
、０
０
０
円

・
久
住
総
合
運
動
公
園
ト
ラ
ッ
ク

　

市
民
が
使
用　

料
金
免
除

　

市
民
以
外
の
者
が
使
用
（
午
前
・

　

午
後
・
夜
間
）

　
　
　
　

 　

１
、０
５
０
円

体
育
施
設

名　　　　　　称 連絡先 名　　　　　　称 連絡先

竹田市総合運動公園
（多目的広場・市民球場・テニ
スコート・陸上競技場）

63-4980

竹田市白丹体育館 76-0028

竹田市直入総合運動公園
（多目的広場・野球場・テニス
コート）

75-2240

竹田市体育センター
63-4817

竹田市飛田川野球場・弓道場 竹田市直入第 1グラウンド

竹田市荻グラウンド

68-2025

竹田市直入第 2グラウンド

竹田市荻北部グラウンド 竹田市 B&G 直入海洋センター
体育館竹田市柏原グラウンド

竹田市久住総合運動公園
（フィールド・トラック・野球
コート・ソフトコート・テニス
コート・体育館・屋内ゲートボー
ル場）

76-0717

施設の名称及び連絡先

↑竹田市文化会館

↑荻総合福祉健康センター

↑久住中央公民館

↑竹田市直入総合運動公園多目的広場↑竹田市総合運動公園陸上競技場
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保
健
福
祉
施
設

施設の名称及び連絡先

名　　　　　　称 連絡先 名　　　　　　称 連絡先

竹田市総合社会福祉センター 63-3360 　　　直入保健福祉センター
75-2213

　　　荻総合福祉健康センター 68-3050 　　　直入高齢者コミュニティセンター

　　　荻老人福祉センター 68-2213

　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー
、荻
総
合
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
、

直
入
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
そ

れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
協
議
会
が
事
務

所
を
設
け
て
い
て
（
久
住
地
域
は

久
住
中
央
公
民
館
に
あ
り
ま
す
）、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
生
き
が
い
サ
ロ

ン
、
愛
育
班
等
の
活
動
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
や
調
理
室

等
を
備
え
て
い
る
た
め
、
各
種
教

室
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

使
用
料
例

・
荻
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
平
日
）

　

８
時
30
分
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　

１
、５
８
０
円

　

12
時
〜
17
時　

２
、１
０
０
円

　

17
時
〜
22
時　

２
、６
３
０
円

　

８
時
30
分
〜
17
時

　
　
　
　
　
　
　

３
、６
８
０
円

　

12
時
〜
22
時　

４
、７
３
０
円

　

８
時
30
分
〜
22
時

　
　
　
　
　
　
　

６
、３
０
０
円

竹
田
市
発
足
１
周
年
記
念
事
業

「
秋
・
久
住
高
原
フ
ェ
ス
タ
」
開
催
！

日
時　

平
成
18
年
10
月
７
日
㈯
〜
８
日
㈰

会
場　

久
住
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
（
久
住
町
グ
ラ
イ
ダ
ー
滑
空
場
）
他

  

イ
ベ
ン
ト
内
容

□
10
月
７
日
㈯　

開
場
９
時

久
住
高
原
祭
り　

10
時
〜
15
時

地
域
物
産
展　
　

10
時
〜
15
時

薪
能
※
有
料
（
三
日
月
岩
前
水
上

　

舞
台
）  

16
時
30
分
〜
19
時

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
※
有
料
（
く
じ
ゅ

う
サ
ン
ホ
ー
ル
）

　
　
　

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

□
10
月
８
日
㈰　

開
場
11
時

Ｔ
Ａ
Ｏ
公
演
※
有
料

　
　
　
　
　
　

16
時
〜
19
時

花
火
大
会　
　

19
時
〜
19
時
45
分

地
域
物
産
展　

 11
時
〜
19
時
45
分

　

雨
天
の
場
合
、
Ｔ
Ａ
Ｏ
公
演
と

花
火
大
会
は
10
月
９
日
に
順
延
し

ま
す
。

  

交
通
等

　

久
住
町
星
ふ
る
館
前
駐
車
場
、

久
住
高
原
荘
駐
車
場
等
か
ら
、
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
※
有
料
で
会
場
へ
送

迎
し
ま
す
。
一
般
車
両
の
会
場
乗

り
入
れ
は
で
き
ま
せ
ん
。

  

チ
ケ
ッ
ト
販
売

Ｔ
Ａ
Ｏ
公
演
「BEAT O

F GLO
BE 

2006  SPECIAL]

　

〜
竹
・
王
国
の
誕
生
祭
〜

　

竹
田
市
誕
生
１
周
年
を
記
念

し
、「
竹
・
王
国
の
誕
生
祭
」
と

題
し
た
「
竹
」
の
舞
台
や
会
場
を

制
作
し
、
特
別
な
演
出
を
凝
ら
し

た
Ｔ
Ａ
Ｏ
の
野
外
ラ
イ
ブ
で
す
。

　

指
定
席　
　

４
、０
０
０
円

　

自
由
席
大
人
３
、０
０
０
円

　

自
由
席
小
人
２
、０
０
０
円

　

当
日
は
各
５
０
０
円
ア
ッ
プ

●
お
問
い
合
せ

　

企
画
情
報
課
内
「
秋
・
久
住
高 

　

原
フ
ェ
ス
タ
」
実
行
委
員
会

　

☎
63‒

１
１
１
１(

内
線
２
２
３)

第
23
回
竹
田
薪
能

　

喜
多
流
と
大
蔵
流
の
皆
さ
ん
が

岡
本
地
区
挟
田
に
あ
る
三
日
月
岩

前
水
上
舞
台
で
披
露
す
る
薪
能
で

す
。
雨
天
の
場
合
、
竹
田
市
文
化

会
館
で
開
催
し
ま
す
。

演
目　

 
能
「
清
経
」・
狂
言
「
察
化
」

　

前
売
自
由
席
４
、０
０
０
円

　
（
当
日　
　
　

５
、０
０
０
円

　

高
校
生
ま
で
２
、０
０
０
円
）

　

指
定
席　
　

６
、０
０
０
円

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
商
工
会
議
所

　

☎
63‒

３
１
６
１

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
カ
ン
ト
リ
ー
チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
ー
」

　

劇
団
ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん

と
、
体
験
講
座
を
受
講
し
た
市
民

が
演
じ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
す
。

　

自
由
席
大
人
２
、０
０
０
円

　

自
由
席
小
人
１
、０
０
０
円

●
お
問
い
合
せ

　

久
住
中
央
公
民
館

　

☎
76‒

０
７
１
７

  

そ
の
他

　

イ
ベ
ン
ト
内
容
等
は
、
変
更
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
広
報
た
け
た
９
月
号
に
掲
載

し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

企
画
情
報
課
内
「
秋
・
久
住
高

　

原
フ
ェ
ス
タ
」
実
行
委
員
会

　

☎
63‒

１
１
１
１（
内
線
２
２
３
）
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　（
携
帯
）

■

警
察
官
Ｂ
採
用
試
験

試
験
種
類

男
性
：
一
般
、武
道
（
柔
道
）、武
道
（
剣
道
）

女
性

受
付
期
間
　
８
月
４
日
㈮
〜
23
日
㈬

　
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　
16
日
㈬
ま
で

第
１
次
試
験
日
　
10
月
15
日
㈰

　
受
付
　
８
時
20
分
〜
９
時

試
験
会
場
　
大
分
県
立
大
分
商
業
高
等
学
校

申
込
手
続
き
　
郵
送
の
場
合
は
、
所
定
の
申

　
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
受
験
票
の

　
所
定
欄
に
50
円
切
手
を
貼
っ
て
大
分
県
警

　
察
本
部
警
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
封
筒
の
表
に
「
警
察
官
Ｂ
受
験
」
又
は
「
警

　
察
官
Ｂ
（
女
性
）
受
験
」
と
朱
書
き
し
、

　
配
達
記
録
郵
便
に
し
て
く
だ
さ
い
。
イ
ン

　
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
は
、
大
分
県
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
か
ら
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
男
性
は
、
大
分
県
・
警
視
庁
（
東

　
京
都
）・
愛
知
県
・
大
阪
府
・
兵
庫
県
に

　
よ
る
共
同
試
験
で
す
。

　
　
受
験
資
格
、申
込
書
の
申
請
方
法
等
は
、

　
大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局
又
は
大
分
県

　
警
察
本
部
警
務
課
人
事
係
へ
お
問
い
合
せ

　
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
　
〒
８
７
０‒

８
５
０
２
　

　
大
分
市
大
手
町
３‒

１‒

１
　
大
分
県
庁
舎

　
６
階

　
大
分
県
警
察
本
部
警
務
課
人
事
係

　
☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１

　（
内
線
５
３
３
７
）

　
☎
０
９
７‒

５
３
６‒

２
１
３
１

　（
内
線
２
６
４
３
・
２
６
４
６
）

　
☎
０
１
２
０‒

２
０
４‒

１
１
０（
フ
リ
ー
）

■

大
分
県
職
員
採
用
試
験

　
大
分
県
で
は
、
平
成
18
年
度
職
員
採
用
試

験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

試
験
種
類

中
級
試
験
：
総
合
土
木

初
級
試
験
：
一
般
事
務
、
警
察
事
務
、
総
合

　
土
木

医
師
免
許
資
格
職
試
験
Ⅱ
：
臨
床
検
査
技
師
、

　
理
学
療
法
士
、
学
校
栄
養
職
員

受
付
期
間
　
８
月
４
日
㈮
〜
23
日
㈬

　
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　
16
日
㈬
ま
で

第
１
次
試
験
日
　
９
月
24
日
㈰

　
受
付
　
８
時
20
分
〜
９
時

試
験
会
場
　
大
分
県
立
大
分
西
高
等
学
校
　

　（
大
分
市
新
春
日
町
）

申
込
手
続
き
　
郵
送
の
場
合
は
、
所
定
の
申

　
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
受
験
票
の

　
所
定
欄
に
50
円
切
手
を
貼
っ
て
大
分
県
人

　
事
委
員
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
封
筒
の
表
に
「
中
級
・
初
級
・
医
療
Ⅱ
受
験
」

　
と
朱
書
き
し
、
配
達
記
録
郵
便
に
し
て
く

　
だ
さ
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
は
、
大

　
分
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
直
接
申
し
込
ん

　
で
く
だ
さ
い
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
様
式

　
を
使
用
し
て
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
他
　
受
験
資
格
、
申
込
書
の
申
請
方
法

　
等
は
、
大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局
へ
お

　
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　
〒
８
７
０‒

８
５
０
１

　

　
大
分
市
大
手
町
３‒

１‒

１
　
大
分
県
庁
舎

　
７
階

　
大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
７‒
５
３
６‒

１
１
１
１

　（
内
線
５
２
０
０
・
５
２
１
２
）

http://w
w
w
.pref.oita.jp/22000/

　昭和 41 年の大分国体において、旧竹田市及び久住町
ではソフトボールと山岳競技が行われました。
　平成 20 年、竹田市ではソフトボールと山岳、そして
ラグビーフットボール競技が行われます！

竹田市開催方針　市民の英知と熱意そしてまごころを結
集し、全国の参加者に交流と躍動の舞台を提供し、魅力
と感動にあふれ青少年に夢と希望を与える国体

競　　　　技 種　別 場　　　　　　　所
山　岳 全 種 別 大分県立竹田高等学校特設会場

ラグビーフットボール 成年男子 竹田市総合運動公園陸上競技場

ソフトボール

成年男子
竹田市総合運動公園市民野球場

竹田市立荻小学校運動場

成年女子
竹田市久住総合運動公園野球コート

竹田市直入総合運動公園野球場

少年女子
竹田市総合運動公園多目的広場

竹田市飛田川野球場
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監
査
公
表

竹
田
市
監
査
委
員

　

本　

田　

耕　

一

　
　
　

同

　

大　

塚　
　
　

廣
地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
17
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
各
月

に
お
い
て
、
市
長
部
局
及
び
各
委
員
会
等
の

監
査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
市
民
課

　

当
課
は
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑

等
の
証
明
書
の
発
行
や
、
福
祉
年

金
に
関
す
る
こ
と
等
、
市
民
の
窓

口
サ
ー
ビ
ス
を
担
当
し
て
い
る
。

　

受
付
証
明
等
、
各
総
合
支
所

と
統
一
で
き
る
も
の
は
検
討
す
る

よ
う
要
望
す
る
。
窓
口
に
お
い
て

は
、
一
層
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
総
務
課

　

当
課
は
行
財
政
改
革
の
推
進
、

条
例
・
規
則
等
の
制
定
・
改
正
、

職
員
の
勤
務
労
働
条
件
、
雇
用
等

に
関
す
る
こ
と
や
予
算
、
消
防
防

災
、
交
通
安
全
等
を
担
当
す
る
と

共
に
、
市
役
所
全
般
の
事
務
事
業

の
連
絡
・
調
整
、
指
導
等
を
行
っ

て
い
る
。

　

契
約
は
、
契
約
事
務
規
則
等
に

沿
っ
て
適
切
に
処
理
す
る
よ
う
要

望
す
る
。

　

行
財
政
改
革
に
お
い
て
は
、
市

民
の
理
解
と
協
力
を
求
め
な
が
ら

取
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

　

消
防
団
員
が
毎
年
退
団
し
て
い

く
中
で
、
団
員
数
を
的
確
に
把
握

し
組
織
化
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
人
権
・
同
和
対
策
室

　

当
室
は
市
の
人
権
啓
発
行
政

推
進
体
制
の
確
立
、
人
権
啓
発
推

進
協
議
会
の
結
成
と
運
営
、
人
権

講
演
会
の
開
催
や
研
修
会
へ
の
参

加
、
人
権
教
育
と
啓
発
に
関
す
る

市
基
本
計
画
の
策
定
、
人
権
擁
護

活
動
の
窓
口
業
務
等
を
担
当
し
て

い
る
。

　

住
宅
貸
付
資
金
に
つ
い
て
は
、

償
還
率
の
向
上
に
努
め
る
よ
う
要

望
す
る
。
人
権
に
対
す
る
窓
口
サ

ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
充
実
す
る
よ
う

要
望
す
る
。

■
環
境
衛
生
課

　

当
課
は
１
市
３
町
の
合
併
に

よ
り
新
設
さ
れ
た
課
で
あ
り
、
旧

広
域
連
合
事
業
を
引
き
継
ぐ
と
共

に
、
公
害
関
係
事
務
、
衛
生
業
務

等
を
担
当
し
て
い
る
。

　

契
約
は
、
契
約
事
務
規
則
等
に

沿
っ
て
適
切
に
処
理
す
る
よ
う
要

望
す
る
。

　

一
般
廃
棄
物
処
理
実
施
計
画
の

策
定
に
よ
り
、
環
境
の
美
化
や
ご

み
の
減
量
化
を
進
め
、
快
適
な
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
む
よ
う
要
望

す
る
。

■
商
工
観
光
課

　

当
課
は
商
工
業
の
振
興
と
団
体

の
育
成
、
物
価
及
び
消
費
者
行
政

に
関
す
る
こ
と
や
、
観
光
・
物
産

の
振
興
と
宣
伝
及
び
斡
旋
に
関
す

る
業
務
等
を
担
当
し
て
い
る
。

　

竹
田
創
生
館
は
、
常
設
展
示
等

を
検
討
し
、
利
用
促
進
を
図
る
よ

う
要
望
す
る
。

　

当
地
域
内
の
観
光
資
源
の
活
用

と
広
域
観
光
の
推
進
に
よ
り
、
観

光
振
興
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
保
険
課

　

当
課
は
国
保
及
び
老
人
保
健
に

関
す
る
こ
と
や
、
介
護
保
険
の
認

定
、
申
請
、
給
付
等
、
市
民
の
福

祉
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

福
祉
事
務
所
や
健
康
増
進
課
と

連
携
し
て
事
業
を
推
進
し
、
医
療

費
・
介
護
保
険
給
付
費
の
軽
減
に

向
け
努
力
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

レ
セ
プ
ト
点
検
の
充
実
に
よ
り
、

医
療
費
の
適
正
化
に
努
め
る
よ
う

要
望
す
る
。

■
健
康
増
進
課

　

当
課
は
市
民
の
あ
ら
ゆ
る
方
向

か
ら
健
康
づ
く
り
を
支
え
る
新
設

課
で
あ
り
、
結
核
・
基
本
健
診
・

各
種
が
ん
検
診
等
疾
病
の
早
期
発

見
・
予
防
や
、
高
脂
血
症
予
防
教

室
・
糖
尿
病
教
室
・
料
理
教
室
等

に
よ
る
生
活
習
慣
改
善
の
た
め
の

健
康
づ
く
り
等
、
安
心
に
満
ち
た

支
え
あ
う
市
民
生
活
を
支
援
し
て

い
る
。

　

従
来
の
健
康
づ
く
り
事
業
の
調

整
を
図
り
、
地
域
の
特
性
を
活
か

し
た
一
体
的
な
事
業
の
継
続
を
要

望
す
る
。

　

各
地
区
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
る

地
域
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
活
動

を
支
援
・
強
化
し
、
健
康
増
進
の

向
上
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
中
央
公
民
館
・
文
化
会
館

　

中
央
公
民
館
に
お
い
て
は
集
会

室
や
音
楽
室
等
の
貸
館
業
務
の
ほ

か
、
生
花
、
茶
道
、
サ
ー
ク
ル
等

の
講
座
を
開
講
、
文
化
会
館
大
ホ

ー
ル
に
お
い
て
は
記
念
音
楽
祭
、

各
種
講
演
、
コ
ン
サ
ー
ト
等
が
開

催
さ
れ
て
い
る
。

　

契
約
は
、
契
約
事
務
規
則
等
に

沿
っ
て
適
切
に
処
理
す
る
よ
う
要

望
す
る
。

　

公
民
館
利
用
案
内
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
作
成
・
配
布
等
の
検
討
を
行

い
、
利
用
率
の
向
上
に
努
め
る
よ

う
要
望
す
る
。

　

公
民
館
分
館
へ
の
指
導
と
連

携
を
強
め
、
中
央
公
民
館
と
一
体

的
な
運
営
が
で
き
る
よ
う
要
望
す

る
。

■
生
涯
学
習
課

　

当
課
は
家
庭
教
育
、
青
少
年
教

育
、
高
齢
者
教
育
、
人
権
教
育
等

の
生
涯
学
習
関
係
事
業
と
社
会
体

育
関
係
全
般
を
担
当
し
て
い
る
。

　

運
動
公
園
運
営
に
当
た
っ
て

は
、
事
故
防
止
に
努
め
安
全
な
管

理
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

生
涯
学
習
教
育
を
通
じ
て
、
地

域
の
文
化
・
伝
統
に
根
ざ
し
た
、

創
造
的
で
活
力
の
あ
る
社
会
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
事
業
の
充
実
を

図
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
農
業
委
員
会

　

当
委
員
会
は
農
業
委
員
と
事
務

↑ゴミフ大会の様子



7　2006年8月発行

局
が
一
体
と
な
っ
て
、
農
地
法

の
適
正
か
つ
公
平
な
運
用
や
、
優

良
農
地
の
維
持
・
確
保
と
効
率
的

な
農
地
利
用
の
推
進
を
図
っ
て
い

る
。
安
定
的
な
農
業
経
営
と
農
業

振
興
実
現
の
た
め
、
農
地
法
の
申

請
に
基
づ
く
審
査
を
行
い
、
県
へ

の
進
達
や
許
可
手
続
事
務
を
担
当

し
て
い
る
。

　

集
落
営
農
を
推
進
す
る
た
め
、

農
地
の
集
積
を
図
る
よ
う
要
望
す

る
。
新
規
就
農
者
の
増
大
を
図
る

た
め
、
農
地
の
斡
旋
確
保
や
就
農

手
続
き
指
導
等
の
支
援
強
化
を
推

進
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
議
会
事
務
局

　

議
会
事
務
は
大
別
し
て
庶
務
・

議
事
・
調
査
に
分
か
れ
、
極
め
て

広
範
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
常

に
円
滑
な
会
議
運
営
に
心
を
配

り
、平
素
か
ら
法
律
、条
例
、規
則
、

行
政
実
例
、
判
例
、
先
例
は
も
ち

ろ
ん
、
行
政
事
務
の
内
容
や
執
行

状
況
を
十
分
調
査
研
究
し
、
各
種

会
議
の
運
営
に
当
た
っ
て
い
る
。

　

議
事
録
に
つ
い
て
は
、
調
整
保

存
に
充
分
気
を
つ
け
て
管
理
す
る

よ
う
要
望
す
る
。

■
消
防
本
部

　

当
消
防
本
部
は
昭
和
47
年
３
月

１
日
に
「
竹
田
直
入
大
野
西
部
消

防
組
合
」
と
し
て
１
市
５
町
（
竹

田
市
、
荻
町
、
久
住
町
、
直
入

町
、
緒
方
町
、
朝
地
町
）
で
発
足

し
昭
和
48
年
４
月
１
日
に
実
働
を

開
始
、
昭
和
53
年
１
月
１
日
「
竹

田
広
域
消
防
組
合
」
に
名
称
変
更
、

平
成
17
年
４
月
１
日
、
新
竹
田
市

の
発
足
に
伴
い
竹
田
市
消
防
本
部

と
し
て
業
務
を
開
始
し
て
い
る
。

　

平
成
17
年
４
月
１
日
〜
12
月
31

日
ま
で
の
火
災
出
動
は
34
件
、
救

急
業
務
は
１
、２
８
０
件
、
救
助

業
務
は
24
件
に
及
ん
で
い
る
。

　

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
は
、

充
分
気
を
つ
け
る
と
共
に
、
証
明

書
等
の
発
行
に
当
た
っ
て
は
、
本

人
確
認
を
証
す
る
書
類
を
整
備
し

て
発
行
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

災
害
に
対
す
る
避
難
体
制
の

確
立
を
行
う
と
共
に
、
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
等
の
充
実
に
よ
り
地
域
の

消
防
啓
発
に
努
め
る
よ
う
要
望
す

る
。

■
耕
地
課

　

当
課
は
土
地
改
良
事
業
や
農
業

災
害
復
旧
事
業
等
の
農
業
用
施
設

整
備
事
業
、
土
地
の
所
有
者
・
地

番
地
目
の
調
査
並
び
に
境
界
及
び

地
籍
に
関
す
る
測
量
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
地
図
及
び
簿
冊
に
作
成

す
る
地
籍
調
査
事
業
、
用
水
の
確

保
を
目
的
と
し
た
国
（
県
）
営
大

野
川
上
流
土
地
改
良
事
業
、
農
地

保
全
を
目
的
と
し
た
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
交
付
金
事
業
等
を
担

当
し
て
い
る
。

　

災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
は
、

早
期
復
旧
に
向
け
て
事
業
を
推
進

す
る
と
共
に
、
大
野
川
上
流
事
業

に
つ
い
て
も
、
大
野
川
上
流
土
地

改
良
区
連
合
の
設
立
等
維
持
管
理

体
制
の
確
立
を
図
り
、
事
業
の
円

滑
な
推
進
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

地
籍
調
査
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
事
業
を
推
進
し
、
国
土
の
開

発
保
全
、
地
籍
の
明
確
化
に
努
力

す
る
と
共
に
、
中
山
間
直
接
支
払

事
業
に
お
い
て
は
、
な
お
一
層
自

律
的
か
つ
継
続
的
な
農
業
生
産
活

動
等
の
体
制
整
備
を
図
る
よ
う
要

望
す
る
。

■
農
林
畜
産
課

　

当
課
は
竹
田
市
農
林
業
基
本
方

針
を
定
め
、
農
林
業
の
振
興
と
発

展
及
び
農
家
所
得
の
向
上
を
目
指

す
た
め
、
基
本
指
針
を
掲
げ
達
成

に
向
け
た
具
体
的
な
施
策
を
展
開

し
て
い
る
。

　

重
点
推
進
事
項
５
項
目
（
①
農

業
生
産
基
盤
の
整
備
、
②
環
境
保

全
型
農
業
の
推
進
、
③
集
落
営
農

活
動
の
支
援
、
④
畜
産
及
び
林
業

の
振
興
、
⑤
産
直
活
動
の
支
援
）

を
積
極
的
に
推
進
し
、
特
に
①
〜

③
項
目
を
最
重
点
目
標
と
し
て
、

竹
田
市
農
業
の
振
興
と
農
家
所
得

の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

　

久
住
・
飯
田
地
域
農
業
開
発
事

業
の
償
還
期
限
は
平
成
20
年
と
な

っ
て
お
り
、
計
画
的
な
償
還
を
要

望
す
る
。

　

畜
産
に
つ
い
て
は
、
家
畜
飼
料

の
自
給
率
が
低
い
の
で
、
安
全
・

安
心
が
で
き
る
自
給
率
の
向
上
を

図
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

林
業
振
興
を
図
る
と
共
に
、
イ

ノ
シ
シ
等
の
農
作
物
被
害
対
策
を

推
進
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
建
設
課

　

当
課
は
道
路
や
河
川
の
整
備
事

業
を
は
じ
め
、
住
宅
事
業
、
急
傾

斜
地
事
業
、
下
水
道
（
集
落
排
水
）

事
業
、
緊
急
治
水
ダ
ム
事
業
、
中

九
州
高
規
格
道
路
整
備
事
業
、
都

市
計
画
事
業
等
市
民
生
活
に
密
着

し
た
仕
事
を
担
当
し
て
い
る
。

　

契
約
は
、
契
約
事
務
規
則
等
に

沿
っ
て
適
切
に
処
理
す
る
よ
う
要

望
す
る
。

　

浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
当
っ
て

は
、
保
守
点
検
と
確
認
を
徹
底
し

水
質
保
全
に
努
め
る
よ
う
要
望
す

る
。

　

緊
急
治
水
ダ
ム
事
業
の
進
捗
状

況
を
記
録
保
存
す
る
と
共
に
、
地

元
関
係
者
に
周
知
す
る
よ
う
要
望

す
る
。

■
企
画
情
報
課

　

当
課
は
、
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
、
山
村
振
興
計
画
、
新
市
建

設
計
画
、
国
土
利
用
計
画
等
の
事

業
計
画
の
策
定
・
推
進
及
び
調
整

に
関
す
る
こ
と
、
並
び
に
地
域
づ

く
り
運
動
、
企
業
誘
致
、
定
住
促

進
、
地
域
間
交
流
・
国
際
交
流
等

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
や
電
算

シ
ス
テ
ム
、
広
報
等
を
担
当
し
て

い
る
。

　

契
約
は
、
契
約
事
務
規
則
等
に

沿
っ
て
適
切
に
処
理
す
る
よ
う
要

望
す
る
。

　

国
土
利
用
計
画
法
の
届
出
制

の
主
旨
を
市
民
に
周
知
す
る
と
共

に
、
機
構
改
革
に
よ
り
本
庁
方
式

に
移
行
す
る
場
合
は
、
地
域
審
議

会
を
通
し
て
地
域
の
意
見
を
反
映

す
る
よ
う
要
望
す
る
。

↑耐候型ハウス
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竹田市消防操法大会、直入、荻が活躍！
↑ポンプ車の部で優勝した直入方面隊第 1分団

↑なおいり保育園ちびっこ消防隊の操法演技
　

６
月
25
日
、
竹
田
市
消
防
団
が

消
防
器
具
の
扱
い
の
技
等
を
競
う

消
防
操
法
大
会
を
竹
田
市
文
化
会

館
駐
車
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
車
の
部
は
４
隊
、
小

型
ポ
ン
プ
者
の
部
は
12
隊
が
出
場

し
、
ポ
ン
プ
車
の
部
で
は
直
入
方

面
隊
第
１
分
団
が
、
小
型
ポ
ン
プ

車
の
部
で
は
直
入
方
面
隊
第
２
分

団
が
優
勝
し
、
８
月
20
日
に
由
布

市
で
開
催
さ
れ
る
県
大
会
へ
の
出

場
権
を
手
に
し
ま
し
た
。
な
お
、

準
優
勝
は
両
部
と
も
荻
方
面
隊
第

２
分
団
が
獲
得
し
ま
し
た
。

全日本総合ソフト予選開催

国体に向け準備ちゃくちゃく

　

７
月
１
日
か
ら
２
日
に
か
け

て
、
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
、

直
入
総
合
運
動
公
園
等
で
全
日

本
総
合
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会
九
州
地
区
予
選
会
が
開
催

さ
れ
、男
子
は
嶋
田
ク
ラ
ブ
（
熊

本
）、
女
子
は
東
芝
北
九
州
（
福

岡
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

男
女
と
も
３
位
ま
で
が
９

月
21
日
に
開
幕
す
る
全
国
大
会

（
男
子
は
富
山
県
富
山
市
、
女

子
は
秋
田
県
由
利
本
荘
市
）
に

県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

な
お
、
予
選
会
に
は
竹
田
市

か
ら
も
竹
田
フ
ァ
ン
キ
ー
ズ
が

出
場
し
、
善
戦
し
ま
し
た
。

男
子
結
果

優
勝
：
嶋
田
ク
ラ
ブ（
熊
本
）、
準

優
勝
：
沖
縄
工
芸
村（
沖
縄
）、
３

位
：
ダ
イ
ワ
ア
ク
ト（
佐
賀
）・
大

分
ク
ラ
ブ
（
大
分
）

女
子
結
果

優
勝
：
東
芝
北
九
州
（
福
岡
）、

準
優
勝
：
福
岡
大
学（
福
岡
）、３

位
：
オ
ー
ル
ウ
ェ
ー
ブ
（
鹿
児

島
）

舞
台
は
全
国
!!

　

少
年
剣
道

　

都
野
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
の
加

藤
隆
誠
君
（
都
野
小
６
年
）
と
、

竹
田
南
部
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
の

後
藤
建
志
郎
君
（
南
部
小
６
年
）

が
、
９
月
17
日
に
大
阪
市
舞
洲
ア

リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
る
第
１
回
全

日
本
都
道
府
県
対
抗
少
年
剣
道
優

勝
大
会
に
大
分
県
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
す
。
加
藤
君
は
「
緊
張
せ

ず
に
自
分
の
剣
道
を
し
た
い
」、
後

藤
君
は
「
初
め
て
の
大
会
で
緊
張

す
る
け
れ
ど
、
勝
ち
負
け
に
こ
だ
わ

ら
ず
の
び
の
び
し
た
い
」
と
抱
負
を

語
り
、
ま
た
、
大
分
県
の
監
督
と

し
て
同
行
す
る
加
藤
君
の
父
、
誠

さ
ん
は「
ま
ず
１
回
戦
を
突
破
し
て
、

で
き
る
だ
け
上
位
進
出
を
目
指
し

ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

第
30
回
大
分
合
同
新
聞
社
旗
争

奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
中
央
大
会
」
竹

田
市
代
表
決
定
戦
が
７
月
16
日
に

荻
町
で
開
催
さ
れ
、
各
地
域
の

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
８
チ
ー
ム
か

ら
、
チ
ー
ム
都
野
（
久
住
）
と
草

橘
（
直
入
）
が
、
８
月
19
・
20
日

に
開
催
さ
れ
る
中
央
大
会
へ
の
出

場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

自治会ソフト竹田市代表決定！

↑後藤建志郎君、加藤誠さん、加藤隆誠君（左から）
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↑エノハをつかまえるぞー！追い込めー！

大
野
川
の

源
流
で

遊
ぼ
う
！

↑こま作りに目が釘付け。

昔むかしの農作業

　
都
野
小
学
校
の
４
年
生
11
人
が
、

総
合
授
業
の
中
で
昔
の
農
機
具
を

調
べ
よ
う
と
中
村
邦
彦
さ
ん
宅
を

訪
れ
、
足
踏
式
脱
穀
機
や
ト
ウ
ミ
、

鋤
、
俵
を
編
む
道
具
等
に
つ
い
て

教
わ
り
ま
し
た
。
中
村
さ
ん
は「
今

は
機
械
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
農

作
業
の
苦
労
を
感
じ
て
ほ
し
い
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
第
56
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
竹
田
市
民
大
会
が
、
７
月

16
日
に
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
更
生
保
護
に
関
わ
る
保
護
司

を
は
じ
め
と
し
た
市
民
が
集
い
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
広
報
ビ
デ
オ

を
鑑
賞
し
、
市
内
の
中
高
生
の
意

見
発
表
を
聞
き
ま
し
た
。

明るい社会を目指して
　
暖
か
い
日
の
下
で
遊
ん
で
ほ
し

い
、
旬
の
高
原
野
菜
を
い
っ
ぱ
い

食
べ
て
ほ
し
い
と
、
第
18
回
大
野

川
源
流
祭
り
が
、
今
年
は
５
月
で

は
な
く
、
７
月
17
日
に
陽
目
の
里

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
エ
ノ
ハ
の
つ
か
み
取
り
や
荻
町

出
身
の
演
歌
歌
手
高
倉
み
ど
り
さ

ん
の
シ
ョ
ー
、
佐
伯
市
上
浦
町
の

海
産
物
販
売
所
等
の
た
く
さ
ん
の

催
し
に
、
訪
れ
た
人
は
楽
し
そ
う

に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　
７
月
16
日
、中
島
公
園
河
川
プ
ー

ル
で
、第
21
回
名
水
ま
つ
り
・
河
川

プ
ー
ル
開
き
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
神
事
の
後
、
晴
れ
渡
っ
た
空
の

下
、
待
ち
か
ね
た
子
ど
も
た
ち
は

冷
た
い
水
に
歓
声
を
上
げ
て
飛
び

込
み
、
夏
の
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
し

て
い
ま
し
た
。

　
栽
培
面
積
２
２
７
㌶
、
出
荷
量

約
２
、０
０
０
㌧
と
、
宮
崎
県
西

都
市
に
次
ぐ
九
州
２
番
目
の
ス
イ

ー
ト
コ
ー
ン
産
地
で
あ
る
菅
生
を

Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
「
と
う
き
び
フ
ェ

ス
タ
２
０
０
６
in
菅
生
」
が
７
月

23
日
に
竹
田
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
試
食
や
販
売
、
早
食
い
競
争
等

が
行
わ
れ
た
会
場
は
、
観
光
バ
ス

等
で
観
光
客
が
次
々
と
訪
れ
、
終

日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

菅生のとうきび、食べちくれ

　
平
成
８
年
７
月
21
日
に
国
道

４
４
２
号
線
沿
い
に
オ
ー
プ
ン
し

た
「
道
の
駅
竹
田
」
が
、
７
月

22
、
23
日
の
２
日
間
、
10
周
年
感

謝
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
雨
で
予
定
し
て

い
た
イ
ベ
ン
ト
の
中
に
は
中
止
さ

れ
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
特

設
テ
ン
ト
で
の
野
菜
や
加
工
品
販

売
、
チ
ェ
ロ
演
奏
、
地
元
料
理
を

ふ
ん
だ
ん
に
用
意
し
た
バ
イ
キ
ン

グ
等
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
を
も

て
な
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
22
日
に
行
わ
れ
た
記
念

式
典
で
は
阿
南
馨
旧
竹
田
市
長
を

は
じ
め
、
道
の
駅
竹
田
の
設
立
・

運
営
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
へ
感
謝

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

↑郷土料理バイキングに箸が伸びます。
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ぼくたち・わたしたちの学び舎

小　羊
保育園

久　住
保育所

 

神
様
に
守
ら
れ
て

　

小
羊
保
育
園
は
竹
田
高
校
の

斜
め
前
に
あ
り
、
愛
情
と
祈
り

心
を
も
っ
て
１
人
１
人
を
大
切

に
し
て
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

０
歳
か
ら
５
歳
ま
で
60
人
の

園
児
が
い
ま
す
が
、
０
歳
か
ら

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
取
り
組

み
、
心
豊
か
な
子
ど
も
の
育
ち

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
絵
本
を

開
い
て
い
る
時
の
子
ど
も
は
、

お
話
の
世
界
に
心
を
遊
ば
せ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

給
食
で
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
へ

の
除
去
食
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
子
育
て

支
援
の
一
環
と
し
て
、
こ
ひ
つ

じ
ク
ラ
ブ
（
毎
月
第
３
木
曜
日

の
園
庭
開
放
）
と
こ
ぐ
ま
ち
ゃ

ん
の
会
（
講
師
を
招
き
読
み
聞

か
せ
を
通
し
て
の
子
育
て
を
学

ぶ
会
）、
延
長
保
育
、
一
時
保

育
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

小
羊
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち

は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
で
の
び
の

び
と
育
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
尾
崎
明
）

 

子
ど
も
の
笑
顔
は
久
住
の
恵

　

久
住
高
原
と
い
う
大
自
然
の

中
で
す
く
す
く
育
つ
子
ど
も
た

ち
の
元
気
の
源
は
「
遊
び
ま
く

る
！
」　

元
気
の
測
定
器
が
あ

れ
ば
針
は
振
り
切
れ
、
職
員
の

体
重
計
と
同
じ
運
命
と
な
る
で

し
ょ
う
。

　

散
歩
に
出
か
け
れ
ば
…
育
て

た
苗
を
配
っ
た
り
、
ご
み
拾
い

や
冒
険
散
歩
を
楽
し
む
年
長
・

年
中
組
。
乾
燥
し
た
犬
の
糞
を

取
り
囲
み
、
科
学
者
並
み
の
分

析
を
始
め
る
年
少
組
。
神
社
の

階
段
を
に
ぎ
や
か
に
上
る
未
満

児
の
姿
は
、
ま
る
で
三
社
参
り

の
ツ
ア
ー
客
。
散
歩
カ
ー
に
乗

り
込
ん
で
、
遠
出
を
楽
し
む
乳

児
組
。
汗
を
ふ
き
な
が
ら
、「
明

日
ま
た
遊
ぼ
う
な
」
と
約
束
を

交
わ
す
子
ど
も
た
ち
は
タ
フ
！

　

子
育
て
も
仕
事
も
元
気
が
一

番
。
休
日
・
延
長
保
育
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

皆
で
力
を
合
わ
せ
頑
張
る
！

そ
れ
が
久
住
保
育
所
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
吉
竹
妙
子
）

　

愛
知
県
在
住
の
福
田
一
郎
さ
ん

は
、
昭
和
35
年
当
時
教
職
に
つ
い

て
い
た
学
校
が
、松
本
小
学
校
（
現

在
の
竹
田
南
部
小
学
校
）
と
文

通
を
始
め
た
こ
と
で
竹
田
市
を

知
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
竹
田
を
訪
れ
た
り
、

竹
田
市
へ
中
国
の
書
画
を
寄
贈

さ
れ
る
等
、
縁
も
深
ま
り
、「
日

本
で
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
は
竹

田
」と
語
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
田
さ
ん
は
手
元
に

数
１
０
０
編
の
民
話
を
収
集
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

そ
の
民
話
を
紹
介
し
て
ほ
し
い

と
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
露
戦
役
当
時
の
外
務
大
臣

の
重
職
に
あ
っ
た
の
は
、
英
知

の
外
交
官
と
い
わ
れ
た
「
小
村

寿
太
郎
」
で
し
た
。

　

小
村
は
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
条

約
締
結
の
重
任
を
受
け
た
６
日

後
、
新
橋
に
い
る
馴
染
み
の
芸

者
の
も
と
を
訪
れ
ま
し
た
。
彼

女
は
訪
問
を
喜
び
「
国
家
の
大

役
を
お
引
き
受
け
に
な
っ
て
ア

メ
リ
カ
へ
の
出
向
誠
に
ご
苦
労

様
で
す
。
無
事
任
務
を
果
た
し
て

の
ご
帰
国
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
勝

手
な
が
ら
お
願
い
が
あ
り
ま
す
」

「
ど
ん
な
こ
と
か
な
？
」「
お
土
産

を
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
」「
ど

ん
な
も
の
を
？
」「
舶
来
品
の
腕

輪
・
腕
時
計
・
洋
服
等
々
、
東

京
に
は
な
い
も
の
が
ほ
し
い
の

で
す
」「
よ
し
よ
し
、
よ
く
わ

か
っ
た
」　

　

１
週
間
後
に
彼
は
渡
米
し
、

50
余
日
も
か
か
っ
て
ワ
シ
ン
ト

ン
に
到
着
し
ア
メ
リ
カ
と
い
う

国
を
初
め
て
知
っ
た
小
村
寿
太

郎
は
、
そ
の
発
展
・
繁
栄
ぶ
り

に
驚
き
ま
し
た
。

　

ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
は
日
本
に

と
っ
て
不
利
な
も
の
で
、
締
結

後
も
無
事
に
帰
国
で
き
る
の
か

さ
え
不
安
で
し
た
が
、
何
と
か

帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

10
日
ほ
ど
経
っ
て
、
小
村
は

新
橋
の
芸
者
の
も
と
を
訪
れ
ま

し
た
。
喜
ん
だ
彼
女
は
「
ご
無

事
で
帰
国
な
さ
れ
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ご
苦
労
様
で
し

た
」
と
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
小
村

は
ア
メ
リ
カ
の
様
子
等
を
詳
し

く
話
し
て
聞
か
せ
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
「
閣
下
、
お

土
産
は
？
」「
あ
あ
、
そ
う
だ

っ
た
」

　

小
村
は
カ
バ
ン
か
ら
古
い
英
字

新
聞
に
く
る
ま
れ
た
小
包
を
取
り

出
し
ま
し
た
。　
　
　
　
（
続
く
）

福田さんの"世界の民話＂日本編「インク壷とペン軸」
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つれづれ
　   えっせい

⑪

　
柘
植
ミ
シ
は
兄
浦
部
志
馬
宅

に
二
座
の
製
糸
機
械
を
設
け
、

初
め
て
竹
田
に
繰
り
糸
の
業
を

開
い
た
。
馬
淵
ヤ
チ
、
山
路
ワ

カ
、
和
田
ト
モ
等
の
女
性
を
中

心
に
、
研
究
熱
心
さ
が
よ
い
製

品
を
生
み
評
判
も
広
ま
っ
た
。

明
治
６
（
１
８
７
３
）
年
に
は

大
分
県
嘱
託
講
師
と
な
り
、
指

導
者
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
、
夫
平
九
郎
と
相
談

し
て
竹
田
町
奥
谷
の
自
分
の
家

に
工
場
を
設
け
、
職
の
な
い
士

族
の
奥
さ
ん
を
説
得
し
て
働
い

て
も
ら
い
、
女
性
に
収
入
の
道

製糸・絹織物業の草分け「柘
つ げ

植ミシ」
を
開
き
士
族
の
家
庭
の
一
助
と

な
っ
た
。

　
機
械
を
改
良
し
た
り
染
色

方
法
を
模
索
し
て
成
果
は
向

上
し
て
い
っ
た
が
、
明
治
10

（
１
８
７
７
）
年
、
西
南
の
役

の
兵
火
に
遭
っ
て
家
屋･

工
場

は
焼
け
て
し
ま
っ
た
。

　
幸
い
積
み
重
ね
た
信
用
で
工

場
を
再
建
し
、
平
九
郎
の
死
後

も
経
営
に
力
を
入
れ
、
技
術
の

修
得
に
進
歩
の
あ
る
者
に
は
、

自
宅
に
工
場
を
造
ら
せ
独
立
自

営
の
手
助
け
を
し
た
。

　
65
歳
に
な
っ
た
明
治
31

（
１
８
９
８
）
年
、
甥
に
あ
た

る
三
宅
勇
士
を
孫
娘
セ
イ
の
婿

養
子
に
し
て
柘
植
家
に
迎
え
、

柘
植
織
物
を
続
け
さ
せ
た
。

　
天
保
５
（
１
８
３
４
）
年
８

月
11
日
、
浦
部
右
蔵
の
四
女
と

し
て
生
ま
れ
た
ミ
シ
は
、
明
治

34
（
１
９
０
１
）
年
２
月
22
日

に
没
し
、
豊
音
禅
寺
に
今
も
眠

っ
て
い
る
。

（
竹
田
市
歴
史
資
料
館
所
蔵
資

料
よ
り
／
広
田
敦
）

　
夏
色
に
衣
替
え
し
た
久
住
の

山
々
か
ら
高
原
の
ひ
ん
や
り
と

し
た
風
が
運
ば
れ
る
Ｔ
Ａ
Ｏ
の

里
で
、
２
年
ぶ
り
の
故
郷
で
の

夏
を
楽
し
み
な
が
ら
、
10
月
８

日
に
開
催
す
る
「BEAT O

F 
GLO
BE 2006

ス
ペ
シ
ャ
ル
」

の
準
備
に
奔
走
し
て
い
ま
す
。

　
新
竹
田
市
誕
生
１
周
年
記
念

特
別
企
画
の
今
回
は
、「
竹
・

王
国
の
誕
生
祭
」
と
題
し
、
世

界
的
な
建
築
家
丸
山
欣
也
氏
に

よ
る
「
竹
」
を
使
っ
た
舞
台
構

造
物
や
、
大
分
出
身
の
竹
工
芸

家
毛
利
健
一
氏
の
「
竹
」
の
ゲ

ー
ト
等
、
誕
生
祭
に
相
応
し
い

ス
テ
ー
ジ
を
施
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
世
界
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
招
い
た
国
際
色
豊

か
な
音
楽
祭
で
し
た
が
、
今
年

は
広
大
な
草
原
を
臨
む
グ
ラ
イ

ダ
ー
場
で
、
巨
大
な
竹
の
造
形

物
の
下
、
Ｔ
Ａ
Ｏ
の
演
奏
を
繰

り
広
げ
る
、
初
の
試
み
で
す
。

　
こ
の
特
別
舞
台
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
は
、
Ｔ
Ａ
Ｏ
の
演
奏
と
特
攻

花
火
の
究
極
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
予
定
さ
れ
、「
竹
田
市
誕

生
花
火
大
会
」
へ
と
繋
が
る
豪

華
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
彩
り
美
し
い
秋
の
高
原
で
の

誕
生
祭
が
、
究
極
の
感
動
を
生

み
、
竹
楽
の
灯
の
よ
う
に
赤
く

深
く
心
に
刻
ま
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

　
（
Ｔ
Ａ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
黒
柳
夏
子
）

「竹・王国の誕生祭」

第11回T
た お

AO.
どっと

コ
こ ら む

ラム

→
明
治
20
年
頃
の
柘
植
ミ
シ

―

孫
娘
柘
植
セ
イ
の
書
簡
に
「
ミ
シ
は
機
業
に
熱
心
で
屋
敷
内
に
工

場
を
建
て
、
数
十
人
の
女
性
に
機
織
り
を
教
え
、
高
級
品
の
織
物
は

九
州
全
般
に
知
れ
渡
っ
て
い
た
」
と
あ
る―

 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

 

シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　
近
年
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、

糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
は
、
肥

満
、
特
に
内
臓
に
脂
肪
が
蓄
積
し

た
内
臓
脂
肪
型
肥
満
が
原
因
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
よ
っ
て
、

様
々
な
病
気
が
引
き
起
こ
さ
れ

や
す
く
な
っ
た
状
態
を
『
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂

肪
症
候
群
）』
と
い
い
ま
す
。

　
ウ
エ
ス
ト
（
へ
そ
ま
わ
り
）
径

が
男
性
で
85
㌢
以
上
、
女
性
で
90 

㌢
以
上
あ
る
人
は
内
臓
脂
肪
型
肥

満
を
疑
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
内
臓
脂
肪
は
燃
え
や
す
く
、
食

生
活
の
改
善
や
適
度
な
運
動
の
継

続
で
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
東
京
都
杉
並
区
で
は
、
対
策
と

し
て
お
な
か
周
り
を
す
っ
き
り
さ

せ
る
「
杉
並
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
物

語
」
を
実
施
中
で
す
。
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交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付
制
度

 

及
び
介
護
料
支
給
制
度

　
自
動
車
事
故
対
策
機
構
で
は
、
自
動
車
事

故
が
原
因
で
死
亡
し
た
方
、
又
は
重
度
の
後

遺
障
害
が
残
っ
た
方
の
子
弟
で
、
０
歳
か
ら

中
学
生
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
無
利
子
で
育

成
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

貸
付
金
額
　
一
時
金
　
１
５
５
、０
０
０
円

　
　
　
　
　
毎
　
月
　

２
０
、０
０
０
円

　
　
　
　
　
入
学
支
度
金
（
小
・
中
学
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
４
、０
０
０
円

貸
付
期
間
　
貸
付
が
決
定
し
た
月
か
ら
中
学

　
校
卒
業
の
月
ま
で

変
換
方
法
　
20
年
以
内
の
均
等
払
い

介
護
料
支
給
制
度

　
自
動
車
事
故
に
よ
り
脳
・
脊
髄
又
は
胸
腹

部
臓
器
を
損
傷
し
常
時
又
は
随
時
介
護
を
必

要
と
す
る
状
態
に
あ
る
人
に
は
、
介
護
料
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象
者

○
自
賠
責
保
険
後
遺
障
害
等
級
１
級
３
号
・

　
４
号
又
は
２
級
３
号
・
４
号
（
平
成
14
年

　
３
月
31
日
以
前
の
事
故
）

○
自
賠
責
保
険
後
遺
障
害
等
級
１
級
１
号
・

　
２
号
又
は
２
級
１
号
・
２
号
（
平
成
14
年

　
４
月
１
日
以
降
の
事
故
）

支
給
額

　
常
時
介
護
　
月
額
　
５
８
、５
７
０
円
〜

　
随
時
介
護
　
月
額
　
２
９
、２
９
０
円
〜

支
給
期
間
　
申
請
の
あ
っ
た
日
か
ら
介
護
料
の

　
支
給
要
件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
日
ま
で
。

●
お
問
い
合
せ

　
自
動
車
事
故
対
策
機
構
大
分
支
所
業
務
課

　
☎
０
９
７‒

５
３
４‒

９
３
４
１
　

 「
原
爆
・
終
戦
記
念
日
」に

 

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う

　
竹
田
市
で
は
、
太
平
洋
戦
争
の
中
で
亡

く
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
を
想
い
、
ま
た

日
本
と
世
界
の
平
和
を
願
い
、
先
の
時
間

に
１
分
間
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
平
和
を
祈
る
黙

と
う
に
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

「
広
島
平
和
記
念
日
」

　
８
月
６
日
㈰
　
８
時
15
分

「
長
崎
原
爆
の
日
」

　
８
月
９
日
㈬
　
11
時
２
分

「
終
戦
記
念
日
」

　
８
月
15
日
㈫

　
12
時

竹田市「農業再発見ツアー」

「集まれ！竹田で農業したい人」
　豊肥地域就農ガイドセンター、竹田市就農
ガイドセンター及び JA 大分みどり農協就農ガ
イドセンターでは、竹田市で新規就農を目指
す人を対象に、市内農業を紹介するバスツア
ーを行います。
　「脱サラして農業にチャレンジしたい」、「県
外に就職した子どもに帰ってきてほしい」、「定
年後は竹田市で農業がしたい」等、竹田市の
農業に興味がある人はぜひ参加ください。
日　時　9月 23日㈯～ 24日㈰
場　所　竹田市役所　14時集合
研修先　竹田市の野菜、花き、果樹農家
募集対象　竹田市で農業に挑戦したい人
募集人員　30人　※申込多数の場合は抽選。
参加経費　1人 2,000 円（宿泊費込み）
申込方法　８月31日㈭までに、電話又は FAX
　で下記事務局まで申込みください。なお、土
　日は FAXのみの受付となります。
●お問い合せ・申込み
　豊肥地域就農ガイドセンター
　　担当：工藤　☎ 63-3177　FAX63-3585
　竹田市就農ガイドセンター（農林畜産課内）
　　担当：永星　☎ 63-4805　FAX63-3990
　JA 大分みどり農協就農ガイドセンター
　　担当：大橋　☎ 63-1033　FAX63-4995
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保健だより
竹 田 市 健 康 増 進 課　☎63-4810
荻総合支所市民生活課　☎68-2214
久住総合支所市民生活課　☎76-1419
直入総合支所市民生活課　☎75-2211

 

発
達
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
へ
の
支
援

　　
〜「
ひ
と
み
か
が
や
く
竹
田
っ
子
」が
健
や
か
に
育
つ
た
め
に
〜

 

子
ど
も
の
発
達
と
は
？

　

発
達
と
は
生
涯
に
わ
た
る
心
や

体
の
働
き
の
成
熟
課
程
を
指
し
、

子
ど
も
の
日
常
生
活
に
お
け
る
言

葉
の
成
長
や
食
事
や
排
泄
の
進
歩

も
、
摂
食
機
能
・
排
泄
機
能
の
発

達
と
い
い
ま
す
。

　

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん

は
、
わ
ず
か
１
年
で
身
長
は
１
・
５

倍
、
体
重
は
３
倍
近
く
に
成
長
し

ま
す
。
そ
の
成
長
の
早
さ
は
目
を

見
張
る
ば
か
り
で
、
保
護
者
は
目

が
離
せ
ま
せ
ん
。
保
護
者
が
育
児

で
行
き
詰
ま
ら
な
い
よ
う
、
地
域

で
手
を
さ
し
の
べ
て
、
み
ん
な
で

竹
田
っ
子
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

 

発
達
障
が
い
と
は
？

　

平
成
17
年
４
月
、
発
達
障
害
者

支
援
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
発

達
障
が
い
と
は
、「
発
達
期
に
お
け

る
障
が
い
」
で
次
の
よ
う
な
特
徴

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

①
18
歳
ま
で
の
発
症

②
原
因
は
脳
の
機
能
不
全

③
生
涯
そ
の
特
徴
を
持
つ

障
が
い
の
特
徴

①
注
意
欠
陥
多
動
性
障
が
い
（
Ａ

　

Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
多
動
・
多
弁
・
抑

　

制
力
が
低
く
、
興
奮
し
や
す
い
・

　

注
意
の
集
中
が
苦
手
。

②
学
習
障
が
い
（
Ｌ
Ｄ
）
読
み
、

　

書
き
、
計
算
の
う
ち
一
つ
だ
け

　

が
落
ち
て
い
た
り
す
る
た
め
、

　

周
囲
か
ら
努
力
が
足
り
な
い
と

　

思
わ
れ
理
解
さ
れ
に
く
い
。
聞

　

く
・
話
す
こ
と
が
苦
手
。

③
広
汎
性
発
達
障
が
い
（
Ｐ
Ｄ
Ｄ
）

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
が
い
・

　

想
像
性
・
思
考
の
柔
軟
性
の
欠

　

如
。

④
精
神
遅
滞
（
ダ
ウ
ン
症
候
群
）

　

発
達
が
ゆ
っ
く
り
・
筋
肉
が
柔

　

ら
か
い
・
頑
固

　

こ
れ
ら
の
状
態
は
集
団
生
活
が

始
ま
る
、
保
育
や
就
学
の
場
で
顕

著
に
現
れ
ま
す
。

軽
度
発
達
障
が
い

　

知
的
水
準
が
軽
度
精
神
遅
滞
レ

ベ
ル
以
上
で
あ
る
自
閉
症
や
、
障

が
い
自
体
が
軽
度
な
注
意
欠
陥
多

動
性
障
が
い
・
学
習
障
が
い
の
こ

と
で
、
軽
度
な
た
め
周
囲
の
理
解

が
得
に
く
い
。

 

発
達
障
が
い
は
増
え
て
い
る
？

　

20
人
中
１
人
は
発
達
障
が
い
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

障
が
い
と
見
な
さ
れ
な
く
て
も
、

援
助
や
配
慮
が
必
要
な
子
ど
も
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
、
し
つ
け
・
性
格
・
子

育
て
環
境
の
問
題
と
さ
れ
て
き
た

部
分
が
大
き
か
っ
た
た
め
、
周
囲

の
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
親
や
学
校

が
で
き
な
い
こ
と
を
無
理
強
い

し
た
り
、
友
達
か
ら
か
ら
か
わ
れ

た
り
、
い
じ
め
の
的
に
な
り
や
す

く
、
二
次
的
障
が
い
と
言
わ
れ
る

暴
言
・
暴
力
等
の
問
題
行
動
や
気

分
障
が
い
・
不
安
障
が
い
・
不
登

校
に
繋
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
障
が
い
を
早
期
に
発
見

す
る
こ
と
で
、
症
状
が
強
く
出

て
い
る
時
は
内
服
治
療
が
必
要
な

場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど

の
場
合
、
関
わ
る
側
の
対
応
で
症

状
が
軽
減
し
ま
す
。
関
わ
る
側
が

統
一
し
た
対
応
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
二
次
的
障
が
い
を
防
止
し
、

子
ど
も
の
良
い
面
を
引
き
出
し
伸

ば
し
て
い
く
対
応
が
重
要
で
す
。

 
子
ど
も
の
こ
ん
な
事

 
気
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

・
視
線
が
あ
い
に
く
い

・
親
の
問
い
か
け
に
反
応
が
な
い

・
行
動
や
言
動
が
乱
暴
、
動
き
が

　

激
し
い

・
他
の
子
と
遊
べ
な
い

・
周
囲
の
子
や
人
に
感
心
が
な
い

・
こ
だ
わ
り
が
強
い

・
言
葉
の
遅
れ

・
運
動
発
達
が
遅
い

　
　

そ
ん
な
時
は

　
　

ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

竹
田
市
で
は
、
子
ど
も
の
発
達

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
様
々
な

教
室
や
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
気
に
な
る
な
」
と
感
じ
た
ら
、

そ
れ
は
一
つ
の
サ
イ
ン
で
す
。
一

人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
健
康
増
進

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活

課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

↑みんなで仲良く集合写真（直入幼稚園）
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世
界
一
の
高
齢
化
率
を
誇
る

日
本
。
そ
の
中
で
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
高
齢
化
率
を
誇
る
竹
田
市

で
診
療
す
る
と
、
高
齢
の
患
者

さ
ん
が
多
い
の
は
当
然
の
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
年
を
と
る
と
骨
が
脆も

ろ

く
な

り
ま
す
。
加
え
て
、
歩
行
が
不

安
定
に
な
り
転
び
や
す
く
な
っ

て
、
転
び
方
が
悪
い
と
い
ろ
ん

な
骨
が
折
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

人
間
は
二
足
歩
行
動
物
で
す
か

ら
、
足
の
骨
が
折
れ
る
と
歩
け

な
く
な
り
ま
す
。
昔
は
ギ
プ
ス

等
で
治
療
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
手
術
を
行
っ
て
早
い
時
期

に
リ
ハ
ビ
リ
を
開
始
す
る
の
が

常
識
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
１
０
０
歳
の
老
人

が
転
ん
で
、
太
も
も
の
骨
を
折

っ
て
入
院
さ
れ
ま
し
た
。
骨
は

３
か
月
ほ
ど
安
静
に
し
て
い
る

と
つ
な
が
り
ま
す
が
、
同
時
に

心
臓
等
の
内
臓
や
足
の
筋
肉
が

衰
え
ま
す
。
骨
が
つ
な
が
っ
て

く
る
頃
に
は
全
身
が
衰
え
、
リ

ハ
ビ
リ
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
そ
こ
で
、
ご
本
人
や
ご
家
族

と
相
談
し
、
歩
き
た
い
と
い
う

希
望
が
あ
る
場
合
に
は
手
術
と

い
う
治
療
法
を
選
択
し
ま
す
。

「
１
０
０
歳
の
人
に
太
も
も
の

手
術
？
」
と
疑
問
に
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ご
本

人
が
も
と
も
と
歩
い
て
お
ら
れ

て
、
再
び
歩
き
た
い
と
い
う
希

望
が
あ
れ
ば
、
現
在
の
医
学
で

は
手
術
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
手
術
を
す
る
側
か
ら
す
る

と
、
高
齢
の
人
は
脳
梗
塞
等
の

合
併
症
を
起
こ
し
や
す
い
の
で

か
な
り
緊
張
し
ま
す
。
何
ご
と

も
な
い
よ
う
に
注
意
を
払
っ
て

い
ま
す
が
、
我
々
医
師
も
人
間

な
の
で
予
期
で
き
な
い
こ
と
も

起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
、「
あ
な
た
は

高
齢
な
の
で
手
術
は
危
険
だ
か

ら
こ
の
ま
ま
寝
て
い
ま
し
ょ

う
」
と
言
う
の
は
も
っ
と
罪

な
こ
と
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。

　
そ
の
患
者
さ
ん
が
最
も
良
く

な
る
方
法
を
提
示
す
る
。
た
と

え
、
そ
れ
が
危
険
な
手
術
と
い

う
方
法
だ
っ
た
と
し
て
も
提
示

す
る
こ
と
が
医
師
の
義
務
で
あ

る
と
考
え
、
今
後
も
診
療
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
竹
田
医
師
会
病
院
副
院
長

  

　
整
形
外
科
　
大
多
和
　
聡
）

高
齢
者
の
手
術
　
竹
田
医
師
会
病
院
か
ら
〈
17
〉

　
今
月
は
、
介
護
保
険
制
度
で
利

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、「
福

祉
用
具
の
購
入
費
の
支
給
」と「
住

宅
改
修
費
の
支
給
」
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

 

住
み
慣
れ
た
自
宅
で

 

長
く
生
活
す
る
た
め
に

　
高
齢
者
の
多
く
は
、
要
介
護

状
態
と
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た

自
宅
に
お
い
て
、
家
族
や
地
域
の

親
し
い
隣
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中

で
、
そ
れ
ま
で
の
生
活
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
高
齢
者
が
、
可
能
な

限
り
自
宅
に
お
い
て
自
立
し
た
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、
生
活
し
や
す

い
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
こ
の
二
つ
の
サ
ー
ビ
ス
が
位

置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
要
支
援
・

要
介
護
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

 

福
祉
用
具
の
購
入
費
の
支
給

　
支
給
対
象
と
な
る
品
目
は
、
①

腰
掛
便
座
、
②
特
殊
尿
器
、
③
入

浴
補
助
用
具
、
④
簡
易
浴
槽
、
⑤

移
動
用
リ
フ
ト
の
つ
り
具
の
部
分

の
５
種
類
で
す
。

★
購
入
に
あ
た
っ
て
は
、
年
間
10

　
万
円
ま
で
が
限
度
で
、
そ
の
１

　
割
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　（
毎
年
４
月
１
日
か
ら
１
年
間
）

注
意
事
項

　
購
入
で
き
る
商
店
は
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
し
て
指

定
さ
れ
た
商
店
に
限
ら
れ
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
介

護
支
援
専
門
員
）
が
い
る
場
合
は
、

購
入
を
す
る
前
に
よ
く
相
談
を
し

て
、
利
用
者
本
人
の
要
介
護
状
態

に
応
じ
た
も
の
を
選
択
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

 

住
宅
改
修
費
の
支
給

　
転
倒
を
防
い
だ
り
、
入
浴
や
排

せ
つ
を
し
や
す
く
す
る
た
め
に
小

規
模
な
住
宅
改
修
を
し
た
場
合
、

費
用
の
支
給
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
主
に
対
象
と
な
る
改
修
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。

◇
手
す
り
の
取
り
付
け
◇
床
段
差

の
解
消
◇
滑
り
の
防
止
、
移
動
の

円
滑
化
の
た
め
の
床
材
変
更
◇
引

き
戸
な
ど
へ
の
扉
の
取
り
替
え
◇

洋
式
便
座
な
ど
へ
の
便
座
の
取
り

替
え
◇
こ
れ
ら
に
付
帯
し
て
必
要

と
な
る
住
宅
改
修

★
住
宅
改
修
は
要
介
護
区
分
に
関

　
係
な
く
20
万
円
（
原
則
１
回
）

　
ま
で
が
限
度
で
、
そ
の
１
割
が

　
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

注
意
事
項

　
住
宅
改
修
費
の
支
給
を
受
け

る
た
め
に
は
、
着
工
の
前
に
、
そ

の
内
容
が
適
正
か
ど
う
か
に
つ
い

て
審
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、「
福
祉
用
具
購
入
費
の

支
給
」
と
「
住
宅
改
修
費
の
支
給
」

に
つ
い
て
は
、
ご
紹
介
し
た
内
容

の
他
に
も
、
詳
細
に
わ
た
る
注
意

事
項
が
あ
り
ま
す
。

　
先
を
急
が
ず
、
ま
ず
は
担
当
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
ま
た
は
市
役

所
保
険
課
介
護
保
険
係
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　
保
険
課
介
護
保
険
係

　
☎
63‒

１
１
１
１(

内
線
１
３
９) 



広報たけた 平成18年8月号 18

みんなの
　　ひろば

平成17年8月生まれ
　　

　　

平
成
18
年
９
月
に

１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
ま
す
！

　　 　　

なかよく遊ぼ！

　

竹
田
幼
稚
園
と
南
部
幼
稚
園
で

は
、
園
児
が
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
で

た
く
さ
ん
の
友
達
を
作
る
「
な
か

よ
し
幼
稚
園
」
を
、
竹
田
市
体
育

セ
ン
タ
ー
で
６
月
20
日
に
開
催
し

ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
手
遊
び
や

リ
レ
ー
競
争
等
で
楽
し
く
遊
び
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
も
家
庭
教
育
等

の
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

稲葉川をきれいに

「
稲
葉
川
を
豊
か
で
き
れ
い
に
す

る
会
」
が
、
７
月
15
日
、
Ｊ
Ｒ
豊

後
竹
田
駅
前
の
河
川
敷
を
中
心
に

稲
葉
川
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

清
掃
に
は
、
地
元
自
治
会
の
皆

さ
ん
や
建
設
業
者
等
約
２
５
０
人

の
方
が
参
加
し
、
生
い
茂
っ
た
草

を
刈
っ
た
り
、
流
れ
着
い
た
り
捨

て
ら
れ
た
ご
み
を
集
め
ま
し
た
。ソフトなのぼり、寄贈

　

建
設
会
社
松
井
組
と
そ
の
協
力

社
で
構
成
さ
れ
る
「
ま
つ
い
会
」

が
、
竹
田
市
に
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
」
の
の
ぼ
り
２
０
０
本
を
寄

付
し
ま
し
た
。
大
会
名
が
入
っ
て

い
な
い
た
め
様
々
な
大
会
で
活
用

さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

 

七
夕
に
人
権
の
願
い

　

竹
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と

竹
田
市
観
光
協
会
が
、
竹
田
小
学

校
に
人
権
擁
護
の
冊
子
１
９
０
冊

と
七
夕
の
短
冊
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
こ
の
短
冊
に
人

権
擁
護
の
標
語
を
記
入
し
、
７
月

28
日
か
ら
８
月
５
日
の
竹
田
七
夕

祭
り
ま
で
Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
の
構

内
に
飾
り
ま
す
。



図書館
から

8月の
お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

❻

19　2006年8月発行

竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

〔一般の本〕
灰色のピーターパン（池袋ウエストゲートパーク6）石田　衣良
ケッヘル（上・下）　　　　　　　　　　中山　可穂
あぐり白寿の旅　　　　　　　　　　 吉行　あぐり
世界がもし 100 人の村だったら 3（食べ物編）　池田　理代子
足裏と脚のらくらくツボ押し術　　　　　邱　淑子
ヴィラデスト・カフェブック　　　　　玉村　豊男
彩雲国 1～ 10　　　　　　　　　　　　雪乃　紗衣
風味絶佳　　　　　　　　　　　　　　 山田　詠美
暮らしの小ワザ事典　　　　　　日本放送出版協会
〔子どもの本〕
ハエをのみこんだおばあさん　　シムズ・タバック
スパイダーウィック家の謎 1～ 5　ホリー・ブラック
うんこ日記　　　　　　　　　　　　　村中　季衣
うんちっち　　　　　　　ステファニー・ブレイク
子ぎつねヘレンがのこしたもの　　　　竹田津　実
　　　　　　　　　　　　ほか、80冊購入しました。

　　　

竹田市立図書館の休館
日は 6・13・20・25・28
日です。

 「おはなしルーム」
日時　8月 9日㈬
　　　13：20～ 14：00
場所　竹田市立図書館「えほんの部屋」

 「おはなし広場」
日時　8月 23日㈬
　　　10：30～
場所　荻みらい館

「司書おすすめの1冊」
「贈るうた」
　　　　　　 　　吉野弘（花神社）

　あなたに詩集を贈
ります。美しい言葉
に心を止めてじっく
りと味わってくださ
い。優しい気持ちに
なれますように…。

「みどりいろのたね」
　　　　たかどのほうこ（福音館書店）
　本当にあったらい
いなと思う楽しい本
です！メロンあめと
お豆さんが食べたく
なっちゃうよ。大田
大八さんの絵もすて
きなのです。

　　　　　

 

競　

売

　

竹
田
直
入
森
林
組
合
で
は
、
次

の
物
件
を
競
売
し
ま
す
。

物
件　

鉄
筋
ス
レ
ー
ト
葺
（
一
部

　

木
造
）
倉
庫
等

面
積　

約
２
４
８
平
方
㍍

受
付　

８
月
24
日
㈭
ま
で

入
札　

８
月
30
日
㈬　

10
時
〜

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
直
入
森
林
組
合

　

☎
62‒

２
８
３
３

 

「
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も 

も
変
わ
る
」
県
民
運
動

「
子
ど
も
は
社
会
を
映
す
鏡
」
で

す
。
大
人
自
身
が
お
手
本
を
見
せ

て
、
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
守

り
、
支
え
ま
し
ょ
う
。

・
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
ょ
う
！

・
公
共
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

・
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
ま

　

し
ょ
う
！

 

訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
た
け
た
平
成
18
年
６
月
号

に
掲
載
し
た「
竹
田
市
の
人
口（
平

成
18
年
４
月
30
日
現
在
）」
の
う

ち
、
女
性
人
口
が
誤
っ
て
い
ま
し

た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま

す
。

誤
：
１
４
、６
０
１
人

正
：
１
４
、６
０
６
人
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■
編
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総
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企
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課
ま
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づ
く
り
・
情
報
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推
進
係
　
〒
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大
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■
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こ
の
広
報
紙
は
100 ％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
け
た

編

集

後

記

竹田市の人口
( 平成 18 年 6月 30日現在 )

　　　　　　　　　　 ( 前 月 比 )
人　口　27,354 人　　( － 47 人 )
　男性　12,798 人　 ( － 21 人 )
　女性　14,556 人　 ( － 26 人 )
世帯数　10,776 世帯 ( － 1世帯 )

住民基本台帳登録人数

郷土の植物

第17回

　
深
山
の
山
頂
や
尾
根
筋
の
岩

場
に
生
育
す
る
茎
の
細
い
高
さ

30
㌢
ほ
ど
の
多
年
草
で
す
。

　
対
生
す
る
全ぜ

ん
え
ん縁
の
葉
は
幅
の

狭
い
線
状
楕だ

円え
ん
け
い形
で
、
ふ
ち
に

ま
ば
ら
に
黒
点
（
赤
い
色
素
を

含
ん
だ
腺せ

ん
た
い体

）
が
あ
り
ま
す
。

長
さ
は
３
㌢
、
幅
が
１
㌢
ほ
ど

で
す
。
葉よ

う
み
ゃ
く脈
は
白
く
透
け
て
見

え
ま
す
。
ま
た
、
葉
裏
は
多
少

白
色
を
帯
び
ま
す
。

　
夏
の
頃
、
と
も
え
状
に
な
っ

た
黄
色
の
径
１
・
７
㌢
ほ
ど
の
５

弁
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
花
弁
に

は
明め

い
せ
ん線

が
入
り
、
ま
ば
ら
に
黒

点
が
あ
り
ま
す
。

　
オ
ト
ギ
リ
は
、
兄
が
秘
薬
と

し
た
鷹た

か

の
薬
を
弟
が
他
人
に
も

ら
し
た
の
で
、
兄
が
弟
を
斬き

り

殺
し
た
と
い
う
平
安
時
代
の
伝

説
か
ら
つ
い
た
も
の
で
す
。
こ

の
植
物
は
高
い
嶺み

ね

に
あ
る
の
で
、

高た
か

嶺ね

弟お
と
ぎ
り切

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
、
祖
母
山
頂
や
、

山
頂
か
ら
大
障
子
岩
に
行
く
縦

走
路
沿
い
に
、
ご
く
限
ら
れ
た

場
所
で
観
察
さ
れ
ま
す
。
大
分

県
の
絶
滅
危き

ぐ惧
種し

ゅ

で
す
。

　
花
期
は
７
月
か
ら
８
月
で
す
。

阿孫　久見

タカネオトギリ（オトギリソウ科）

◇
７
月
５
日
に
北
朝
鮮
（
朝
鮮
民

主
主
義
人
民
共
和
国
）
が
７
発
の

ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
、
15
日
に
は

国
連
安
全
保
障
理
事
会
で
安
保
理

決
議
１
６
９
５
が
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
各
社

各
人
の
様
々
な
分
析
が
報
道
さ
れ

ま
し
た
。
◇
出
来
事
は
、
報
道
さ

れ
る
ま
で
に
文
字
数
や
放
送
時
間

の
制
限
を
受
け
て
編
集
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
た
め
に
事
実
を
正
確
に

伝
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
◇

幸
い
、
現
在
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
で
ソ
ー
ス
を
調
べ
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
報
道
を
鵜
呑
み
に
す

る
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
目
で
確

か
め
る
習
慣
を
つ
け
る
よ
う
に
し

た
い
も
の
で
す
。
　
　
　（
吉
野
）

久住夏越祭り

たけた夏物語－七夕　竹風鈴

日時　8月 4日㈮～ 5日㈯　　場所　久住商店街
内容　4日㈮　前夜祭（・子ども御輿・山車　15:：00 ～ 17:00　・夜

よ ど

渡太鼓　22:00 ～ 23:00）
　　　5日㈯　・神楽　８:30 ～（久住神社）、14:00 ～（建宮）　・御輿　８:30 ～ 15:00
　　　　　　　・山車　20:00 ～ 22:00　・出店　11:00 ～ 22:00
※ 5日 20:00 ～ 22:00 にかけて、交通規制がかかります。
●お問い合せ　久住夏越祭り実行委員会（猪）　☎ 76-0344、76-0484
　　　　　　　久住総合支所商工観光課　　　　☎ 76-1117

日時　8月 5日㈯　18:00 ～ 21:00　　場所　歴史の道、中央・古町商店街界隈
内容　・こども夜市（中央商店街）／金魚すくい、ひよこのレース、射的、ヨーヨー遊び他ゲーム各種
　　　・七夕夜市（古町商店街）／ビアガーデン、フリーマーケット他
　　　・特設ステージ（旧NTT 前）／わくわくスタンプ交換会 18:00 ～、しらゆり太鼓 18:15 ～、
　　　　こども神楽 18:40 ～、カラオケ大会 20:00 ～
※ 7月 29日から、JR 九州豊後竹田駅～歴史の道の間に、笹飾りと竹風鈴を飾り付けます。
●お問い合せ　竹田市観光協会　☎ 63-2638
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「
夏
季
所
蔵
書
画
展

　

岡
藩
・
竹
田
の
文
人
画
・
南
画
Ⅱ
」

　

９
月
７
日
㈭
ま
で

　

田
能
村
竹
田「
不
死
吟
詩
書
」、田
近
竹
邨「
陽

目
瀑
布
」
等
を
展
示
し
ま
す
。

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

１
９
２
３

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
２
０
０

「
書
道
諒
友
会
展
」

　

軸
装
、
額
装
、
木
、
竹
に
書
い
た
書
・
硬
筆

を
１
０
０
点
、
小
・
中
学
生
の
毛
筆
・
硬
筆
作

品
を
50
点
展
示
し
ま
す
。
内
容
は
、
漢
詩
、
短

歌
、
俳
句
、
詩
、
般
若
心
経
等
で
す
。

「
安
藤
宏
子
藍
染
絞
り
教
室

　
ぶ
ん
ご
遊
草
会
作
品
展
」

　

藍
染
絞
り
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
等
を
展
示
し
ま

す
。

※
８
月
１
日
、
15
日
、
９
月
５
日
は
、
展
示
替

え
の
た
め
お
休
み
し
ま
す
。

　

通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝

　

日
の
場
合
は
開
館
）
と
、祝
日
の
翌
日
で
す
。

 

第
２
回
市
民
球
技
大
会

日
時　

８
月
６
日
㈰　

８
時
30
分
〜

種
目
（
会
場
）

・
軟
式
野
球
（
竹
田
市
民
球
場
・
飛
田
川
野
球
場
）

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
多

　

目
的
広
場
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ト
）

・
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
直
入
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
）

　

卓
球
（
竹
田
市
体
育
セ
ン
タ
ー
）

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
（
竹
田
市
都
野
山
村
広
場
）

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
テ

　

ニ
ス
コ
ー
ト
）

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
竹
田
市
久
住
総
合
運
動
公

　

園
体
育
館
）

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
荻
町
福
祉
健
康
エ
リ

　

ア
ふ
れ
あ
い
広
場
）

●
お
問
い
合
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係

　

☎
63‒
１
１
１
１
（
内
線
３
４
３
・
３
４
４
）

 

優
秀
映
画
鑑
賞
デ
ー

　

竹
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
文
化
庁
等
と
協

力
し
て
、
80
年
代
の
優
れ
た
映
画
を
鑑
賞
す
る

「
優
秀
映
画
鑑
賞
デ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

８
月
11
日
㈮　

10
時
45
分
〜

会
場　

く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル

観
覧
料　

１
作
品
５
０
０
円

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

「
花
い
ち
も
ん
め
」　

85
年　

伊
東
俊
也
監
督

　

10
時
45
分
〜
12
時
50
分

「
転
校
生
」　

82
年　

大
林
宣
彦
監
督

　

13
時
30
分
〜
15
時
23
分

「
遠
雷
」　

81
年　

根
岸
吉
太
郎
監
督

　

16
時
〜
18
時
15
分

「
夢
千
代
日
記
」　

85
年　

浦
山
桐
郎
監
督

　

19
時
〜
21
時
９
分

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

竹
田
市
中
央
公
民
館･

竹
田

　

商
工
会
議
所
・
荻
中
央
公
民
館
・
直
入
中
央

　

公
民
館
・
久
住
中
央
公
民
館
・
久
住
町
商
工

　

会
●
お
問
い
合
せ　

久
住
中
央
公
民
館

　

☎
76‒

０
７
１
７

 

平
成　
年
度
竹
田
市
成
人
式

　

次
の
と
お
り
、
竹
田
市
成
人
式
を
開
催
し
ま

す
。
成
人
者
の
皆
さ
ん
の
出
席
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

対
象
者　

昭
和
60
年
４
月
２
日
〜
昭
和
61
年
４

　

月
１
日
生
ま
れ
の
人

日
時　

８
月
16
日
㈬　

受
付　

９
時
〜

　

式
典 

10
時
〜　

お
楽
し
み
会 

10
時
50
分
〜

会
場　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

そ
の
他　

来
年
度
か
ら
成
人
式
を
冬
に
開
催
し

　

ま
す
。
こ
の
た
め
、
移
行
期
間
と
し
て
今
年

　

度
は
次
の
方
を
対
象
に
、
冬
も
成
人
式
を
開

　

催
し
ま
す
。

対
象
者　

昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
昭
和
62
年
４

　

月
１
日
生
ま
れ
の
人

日
時　

１
月
７
日
㈰

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
又
は
各
地

　

区
教
育
課

 

明
治
蛍
の
里
祭
り

日
時　

８
月
20
日
㈰　

13
時
〜
21
時
30
分

場
所　

明
治
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容　

子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い　

13
時
30
分
〜

　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ　

14
時
30
分
〜

　
　
　

宝
探
し　

15
時
30
分
〜

　

他
、
式
典
、
演
芸
、
盆
踊
り
、
も
ち
ま
き
、

　

福
引
抽
選
会
、
柱
松
、
バ
ザ
ー
等

そ
の
他　

雨
天
時
は
、
小
学
校
体
育
館
で
開
催

　

し
ま
す
。

18

佐
藤
義
美
記
念
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
６
５
０

　

書
庫
内
装
掃
除
の
た
め
、
次
の
期
間
、
臨
時

休
館
い
た
し
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　

８
月
８
日
㈫
〜
10
日
㈭

　

通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝

　

日
の
場
合
は
開
館
）
と
、祝
日
の
翌
日
で
す
。
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生
活
情
報

消
費
者
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

　
こ
こ
数
年
、悪
質
商
法
は
悪
質
の
度
を
強
め
、

商
売
と
言
え
な
い
犯
罪
行
為
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
中
に
は
、
常
識
的
な
対
応
が
さ
ら
に
罠
に

は
ま
る
よ
う
な
手
口
す
ら
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
被
害
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
を
い
く

つ
か
紹
介
し
ま
す
。

１
、
調
べ
る
　
契
約
前
に
、
業
者
、
商
品
・
サ

　
ー
ビ
ス
の
種
類
、
価
格
帯
、
品
質
等
を
比
較

　
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
家
族
や
知
人
、
イ
ン
タ

　
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情
報
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

２
、
よ
く
読
む
　
契
約
前
に
、
資
料
や
契
約
書

　
類
等
を
よ
く
読
み
ま
し
ょ
う
。
消
費
者
基
本

　
法
は
、
業
者
に
「
重
要
な
情
報
は
消
費
者
に
と

　
っ
て
明
確
か
つ
平
易
に
提
供
す
る
義
務
」
を

　
課
し
て
い
ま
す
。
内
容
が
よ
く
わ
か
ら
な
い

　
場
合
、
業
者
が
良
心
的
で
な
い
か
、
あ
な
た

　
に
は
向
か
な
い
契
約
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

３
、
毅
然
と
し
た
態
度
を
と
る
　
い
ら
な
い
時

　
は
「
い
り
ま
せ
ん
」「
必
要
あ
り
ま
せ
ん
」
と

　
は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。
あ
い
ま
い
な
態

　
度
は
ト
ラ
ブ
ル
の
元
で
す
。

大
分
県
く
ら
し
の
安
全
相
談
員

　
大
分
県
で
は
、
消
費
生
活
に
つ
い
て
相
談
を

受
け
る
「
く
ら
し
の
安
心
相
談
員
」
を
任
命
し

て
い
ま
す
。
竹
田
市
内
に
は
10
人
の
相
談
員
が

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

竹
田

　
上
野
眞
智
子

　
☎
62
─２
６
８
１

　
　
　
河
野
　
和
枝
　
☎
67
─２
９
３
０

　
　
　
河
野
　
里
美
　
☎
66
─３
１
７
８

　
　
　
堀
　
ヨ
シ
子
　
☎
67
─２
１
２
２

荻
　
　
衛
藤
ア
ヤ
子
　
☎
68
─２
９
０
９

　
　
　
猪
野
　
静
子
　
☎
68
─２
６
２
５

久
住
　
阿
孫
　
眞
博
　
☎
77
─２
０
５
４

　
　
　
広
瀬
　
直
美
　
☎
64
─７
５
３
０

直
入
　
多
田
　
益
子
　
☎
75
─３
２
８
４

　
　
　
松
尾
　
文
茂
　
☎
75
─３
０
６
６

　
こ
の
他
、
次
の
場
所
で
も
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

大
分
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

　
☎
０
９
７
─５
３
４
─０
９
９
９

竹
田
市
商
工
観
光
課

　
☎
63
─１
１
１
１
（
内
線
１
４
１
・
１
４
２
）

各
総
合
支
所
商
工
観
光
課 

※
荻
の
み
産
業
課

　
荻
　
　
☎
68
─２
２
１
１
（
内
線
２
２
５
）

　
久
住
　
☎
76
─１
１
１
１
（
内
線
１
２
４
）

　
直
入
　
☎
75
─２
２
１
１
（
内
線
１
２
１
）

第
16
回
暴
力
追
放
・
銃
器
根
絶

大
分
県
民
大
会

　
暴
力
団
排
除
と
不
法
銃
器
の
根
絶
機
運
を
一

層
盛
り
上
げ
、
安
全
で
安
心
な
大
分
県
を
築
く

た
め
、
県
民
大
会
を
中
津
市
で
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
８
月
23
日
㈬
　
14
時
〜
16
時

会
場
　
中
津
文
化
会
館
（
中
津
市
豊
田
町
）

内
容
　
大
分
県
警
音
楽
隊
の
演
奏
、
特
別
講
演

　「
中
津
藩
蘭
学
と
人
材
育
成
」
他

主
催

　
㈶
暴
力
追
放
大
分
県
民
会
議

●
お
問
い
合
せ

　
㈶
暴
力
追
放
大
分
県
民
会
議

　
☎
０
９
７
─５
３
８
─４
７
０
４

　
℻
０
９
７
─５
３
６
─６
１
１
０

  

イ
ベ
ン
ト

８
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
で
す
。

　
国
土
交
通
省
佐
伯
河
川
国
道
事
務
所
で

は
、
８
月
10
日
の
道
の
日
を
前
に
、
道
の
日
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
８
月
９
日
㈬
　
10 

時
〜
12
時

場
所
　
道
の
駅
「
や
よ
い
」（
国
道
10
号
線
）

内
容
　
道
に
関
す
る
チ
ラ
シ
・
グ
ッ
ズ
の
配
布
、

　
振
動
実
験
車
に
よ
る
地
震
体
験
、
道
路
作
業

　
車
の
展
示
等

●
お
問
い
合
せ
　
国
土
交
通
省
佐
伯
河
川
国
道

事
務
所
道
路
管
理
課
管
理
係

　
☎
０
９
７
２
─22
─１
８
８
０

第
３
回
花
公
園
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア

　
木
の
枝
や
石
等
の
自
然
素
材
を
使
っ
て
作
品

を
作
る
ク
ラ
フ
ト
作
家
さ
ん
が
花
公
園
に
大
集

合
！
　
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
写
真
立
て
等
、
自
分

だ
け
の
作
品
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

期
間
　
８
月
12
日
㈯
〜
16
日
㈬

主
な
内
容
　
お
し
花
づ
く
り
（
い
ち
り
ん
草
）、

　
木
工
品
や
駒
の
絵
付
け
（
荻
工
芸
）、
和
雑

　
貨
作
り
（
竹
屋
）、
ど
ん
ぐ
り
や
枝
の
ペ
ン

　
ダ
ン
ト
、
ビ
ー
ズ
作
品
、
積
み
木
等

●
お
問
い
合
せ
　
く
じ
ゅ
う
花
公
園

　
☎
０
９
７
４
─76
─１
４
２
２

　http://w
w
w
.hanakoen.kuju.oita.jp/

  

募
　
集

ア
イ
デ
ア
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

　
第
63
回
国
民
体
育
大
会
に
来
竹
す
る
選
手
・

監
督
等
を
も
て
な
す
ア
イ
デ
ア
料
理
コ
ン
テ
ス

ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
お
も
て
な
し
の
気
持
ち
を
込
め
、
竹
田
の
食

材
を
活
用
し
た
料
理
を
創
造
し
ま
し
ょ
う
！

募
集
期
間
　
８
月
１
日
㈫
〜
31
日
㈭

募
集
内
容
　
竹
田
市
の
９
月
〜
10
月
の
食
材
を

　
主
に
使
用
し
た
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
一
品

　
料
理
。
材
料
費
４
人
分
２
、０
０
０
円
以
内

　
で
、
料
理
時
間
は
90
分
以
内
。

募
集
部
門
　
ご
飯
の
部
、
お
か
ず
の
部
（
汁
物

　
も
含
む
）、
お
や
つ
・
デ
ザ
ー
ト
の
部

応
募
資
格
　
竹
田
市
に
在
住
、
又
は
勤
務
の
方

　
で
、
プ
ロ
・
ア
マ
は
問
い
ま
せ
ん
。

応
募
点
数
　
１
人
２
点
ま
で

応
募
方
法
　
指
定
の
応
募
用
紙
又
は
任
意
の
用

　
紙
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
お
お
い
た
国
体
・
竹
田
市
実
行
委
員
会
（
国

　
体
推
進
室
）
ま
で
郵
送
又
は
直
接
持
参
し
て

　
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
国
体
推
進
室
及
び

　
各
支
所
窓
口
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

主
催
　
竹
田
市
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国

　
体
・
竹
田
市
実
行
委
員
会

●
お
問
い
合
せ
　
国
体
推
進
室

　
☎
63
─４
８
２
２

食
育
推
進
事
業
公
開
セ
ミ
ナ
ー

「
食
に
よ
る
地
域
づ
く
り
」
イ
タ
リ
ア
の

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
か
ら
大
分
県
大
山
町
ま
で

日
時

　
８
月
16
日
㈬

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所

　
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
多

　
目
的
ホ
ー
ル

８
月
の
お
し
ら
せ



❸ 2006年8月発行

内
容　

イ
タ
リ
ア
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
協
会
や
日
本

　

各
地
の
取
り
組
み
事
例
を
参
考
に
、
地
域
の

　

食
に
よ
る
活
性
化
な
ら
び
に
食
育
に
つ
い
て

　

の
講
議

講
師　

食
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
金
丸
弘
美

そ
の
他　

入
場
無
料

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
研
究
所　

☎
63
─０
５
８
５

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
体
験
講
座

　

プ
ロ
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

シ
ー
ン
の
歌
や
踊
り
を
覚
え
ま
し
ょ
う
！

対
象　

小
学
生
〜
成
人

募
集
人
員　

30
人
程
度

内
容　

８
月
下
旬　

楽
譜
の
郵
送

　

９
月
７
日
19
時
〜　

説
明
会 

　

９
月
19
日
・
10
月
５
日
・
６
日

　

19
時
〜　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
体
験
講
座
）

　

10
月
７
日　

秋
・
久
住
高
原
フ
ェ
ス
タ
参
加

　
　

イ
ベ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
カ
ン
ト
リ
ー

　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
出
演

会
場　

久
住
中
央
公
民
館

指
導
者　

劇
団
ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん

募
集
〆
切　

８
月
14
日
㈮

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

久
住
中
央
公
民
館　

☎
76
─０
７
１
７

愛
染
・
菖
蒲
園
づ
く
り

　

願
成
院
・
観
音
寺
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
で

は
、
毎
月
第
２
日
曜
日
を
「
愛
染
の
日
」
と
し

て
、
菖
蒲
園
の
草
取
り
等
、
憩
い
の
場
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。参
加
し
た
い
と
い
う
方
は
、

ど
な
た
で
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

願
成
院
・
観
音
寺
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

　

☎
62
─３
４
９
４
（
仲
村
）

　

竹
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務
局

　

☎
63
─１
５
４
４

  

労　

働

連
続
休
暇
を
と
り
ま
し
ょ
う

　

平
成
18
年
４
月
よ
り
労
働
者
の
健
康
と
生
活

に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
働
き
方
に
対

応
す
る
た
め
、
労
働
時
間
等
の
設
定
を
改
善
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
労
働
時
間
等
の
設
定

の
改
善
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
夏
季
に
連
続

し
た
休
暇
を
と
る
こ
と
で
疲
労
の
回
復
や
家
族

と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
職

場
で
「
ほ
っ
と
ウ
ィ
ー
ク
」
に
取
り
組
み
ま
し

ょ
う
。

取
組
内
容　

１
週
間
以
上
の
ま
と
ま
っ
た
連
続

　

休
暇
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
休
暇
取
得
を
織

　

り
込
ん
だ
業
務
体
制
を
整
備
し
、
職
場
に
休

　

暇
を
取
り
や
す
い
雰
囲
気
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
せ

　

豊
後
大
野
労
働
基
準
監
督
署
第
一
課

　

☎
０
９
７
４
─22
─０
１
５
３

  

狩　

猟

平
成
18
年
度
狩
猟
免
許
更
新
の
た
め

の
適
性
検
査
及
び
講
習
会

対
象　

豊
肥
振
興
局
管
内
に
住
所
を
有
し
、
平

　

成
15
年
度
に
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
者

日
時　

９
月
６
日
㈬
〜
８
日
㈮

　
　
　

９
時
〜
17
時

場
所　

大
分
県
竹
田
総
合
庁
舎
大
会
議
室

受
付
期
間　

８
月
７
日
㈪
〜
18
日
㈮

　

更
新
申
請
書
に
関
係
書
類
を
添
え
て
、
大
分

　

県
豊
肥
振
興
局
農
山
村
振
興
部
に
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
豊
肥
振
興
局
農
山
村

　

振
興
部
（
菅
）　

☎
63
─１
１
７
４

平
成
18
年
度
狩
猟
免
許
試
験

受
付
期
間　

８
月
28
日
㈪
〜
９
月
８
日
㈮

試
験
内
容
・
日
時

　

網
・
わ
な
猟　

９
月
24
日
㈰　

９
時
〜
17
時

　

第
一
種
銃
猟
、
第
二
種
銃
猟

　
　

９
月
23
日
㈯　

９
時
〜
17
時

会
場　

大
分
県
共
同
庁
舎
14
会
議
室

そ
の
他　

大
分
県
豊
肥
振
興
局
農
山
村
振
興
部

　

に
申
請
書
と
関
係
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

　

い
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
豊
肥
振
興
局
農
山
村

　

振
興
部
（
菅
）　

☎
63
─１
１
７
４

  

相　

談

特
許
・
商
標
等
の
弁
護
士
無
料
相
談
会

　

大
分
県
で
は
、
特
許
や
商
標
等
の
産
業
財
産

権
に
関
す
る
弁
護
士
無
料
相
談
会
を
予
約
制
で

実
施
し
ま
す
。
発
明
等
を
保
護
す
る
「
特
許
」、

商
品
名
等
を
保
護
す
る
「
商
標
」
や
「
実
用
新

案
」、「
意
匠
」
に
関
心
の
あ
る
人
の
相
談
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

毎
月
第
４
水
曜　

13
時
〜
15
時
30
分

　
　
　

第
１
回　

８
月
23
日
㈬

場
所　

竹
田
商
工
会
議
所

予
約　

竹
田
商
工
会
議
所　

☎
63
─３
１
６
１

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
商
工
労
働
部
産
業
技
術
開
発
室（
堀
）

　

☎
０
９
７
─５
３
６
─１
１
１
１

　
（
内
線
３
２
７
３
）

  広報たけた・ホームページに広告を出しませんか？
　竹田市では、市民サービスの向上を図るために、新たな財源確保と地域経済の
活性化に資することを目的に、平成 18年 10月から「広報たけた」と「竹田市
ホームページ」上で広告掲載の取り組みを始めます。
　広告の掲載を希望する人は、市指定の広告代理店に申し込むことになります。
広告代理店は、8月に決定する予定です。
　詳しくは、企画情報課までお問い合せください。
●お問い合せ　企画情報課　☎ 63-1111（内線 224・225）
　　　　　　　竹田市ホームページ　http://www.city.taketa.oita.jp/



※行政相談に関するお問い合せは行政相談員まで（渡辺善照：☎ 77 ‒ 2067、斉藤義昭：☎ 75 ‒ 2692、太田正一：☎ 68 ‒ 2480）

1 ㈫ ・サマージャンボ宝くじ発売最終日　・アイデア料理コンテスト募集（31日まで /竹田市・チャレンジ！おおいた国体・竹田市実行委員会）
・観光週間（7日まで）・水の日・水の週間（7日まで）　・夏の省エネ総点検の日

2 ㈬ ・献血 10:00 ～ 15:30（竹田市総合社会福祉センター玄関前）
・第 3回精神保健家族教室 13:00 ～ 16:00（大分県精神保健福祉センター研修室［大分市］）

3 ㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

4 ㈮ ・平成 18年度第 1回自死遺族の集い 13:30 ～ 15:30（大分県精神保健福祉センター［大分市］）
・久住夏越祭り前夜祭

5 ㈯ ・たけた夏物語ー七夕竹風鈴 18:00 ～ 21:00（歴史の道、中央・古町商店街界隈）　・久住夏越祭り　・ドリームゲームス in おぎ 16:30 ～（荻小
学校運動場）　・柏原保育所夕涼み会 18:30 ～ 21:00　・竹田市歩こう会「早朝散歩：飛田川」5:50 JR 豊後竹田駅前集合（※ 1）

6 ㈰ ・久住地域一日清掃デー 8:30 ～ 10:30　・第 2回市民球技大会 8:30 ～　・広島平和記念日黙とうサイレン 8:15
・直入地域総合検診 8:00 ～ 10:00 受付（直入保健福祉センター）　・平和を願う日（幼・小・中学校全校登校日）

7 ㈪ ・平成 18年度狩猟免許更新のための適性検査及び講習会受付（18日まで）
・荻の里温泉休館日

8 ㈫ ・佐藤義美記念館臨時休館日（10日まで）

9 ㈬ ・第 23回直入地域子どもまつり 8:30 ～（直入中央公民館他）　・第 26回九州ブロックスポーツ少年団軟式野球交流大会（11日まで／竹田市民球場他）開会式 9:00 ～
・道の日キャンペーン 10:00 ～ 12:00（道の駅やよい［佐伯市］）　・おはなしルーム 13:20 ～ 14:00（竹田市立図書館）　・長崎原爆の日黙とうサイレン 11:02

10㈭ ・道の日
・竹田温泉「花水月」休館日

11㈮ ・優秀映画鑑賞デー 10:40 ～ 21:10（くじゅうサンホール）

12㈯ ・第 3回花公園クラフトフェア（16日まで）

13㈰ ・盆

14㈪ ・盆　・終戦記念日黙とうサイレン 12:00
・ミュージカル体験講座募集〆切（久住中央公民館）

15㈫ ・盆
・盆踊り大会 17:00 ～（山手：稲葉川やすらぎ公園）　・精霊流し 18:30 ～（豊後竹田駅前河川敷）

竹田市のこよみ8月
2006年

※ 8月 28日までの夏休み期間中、陽目の里名水茶屋
　は休まず営業します。

※ 8月 27日まで、竹田温泉「花水月」は夏休み特別
　企画として営業時間を 1時間延長（13 時～ 21 時
　→ 13時～ 22時〔入館は 21時 30分まで〕）します。



16㈬ ・竹田市成人式 10:00 ～（竹田市文化会館大ホール）　・竹田市葬祭場「浄光園」追悼式 9:30 ～（竹田市葬祭場「浄光園」）　・年金相談 10:00 ～ 15:00（竹田市総合
社会福祉センター）　・温泉療養文化館「御前湯」休館日　・食育公開セミナー「イタリアのスローフードの取り組み」13:30 ～ 15:30（竹田市総合社会福祉センター）

17㈭ ・第 27回トマト愛の定期便（JA大分みどり荻野菜出荷場）　・行政相談 10:00 ～ 12:00（荻総合支所 1階厚生室）
・竹田温泉「花水月」休館日　・親子で食育！料理教室 9:00 ～ 11:00（竹田市総合社会福祉センター）

18㈮ ・竹田幼稚園夕涼み会 19:00 ～ 21:00
・青少年の日

19㈯ ・直入幼稚園夕涼み会 17:00 ～ 20:30
・食育の日

20㈰ ・久住地域総合検診 8:00 ～ 9:00 受付（久住保健センター）　・蛍の里祭り 13:00 ～ 21:30（（明治小学校グラウンド）　・竹田市歩こう会「中島公園散策」8:00 本町マルショク前集合（※ 1）
・郷土の自然に親しみ植物を観察する会「初秋の烏岳」8:00 竹田市文化会館前集合（※ 2）　・第 24回大分県消防操法大会 9:00 ～（大分県消防学校［由布市］）　・家庭の日

21㈪ ・荻の里温泉休館日

22㈫ ・県病健康教室「造血幹細胞移植って何？その 3」13:00 ～ 14:00（大分県立病院 3階講堂［大分市］）

23㈬ ・おはなし広場 10:30 ～（荻みらい館）　・第 1回特許・商標等の弁護士無料相談会 13:00 ～ 15:30 ※要予約（竹田商工会議所）
・第 16回暴力追放･銃器根絶大分県民大会 14:00 ～ 16:00（中津文化会館［中津市］）

24㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

25㈮ ・道路防災週間（31日まで）

26㈯ ・大分県立工科短期大学校オープンキャンパス 13:30 ～ 16:00（中津市）

27㈰ ・なおいりスポーツ祭

28㈪ ・全国一斉「子どもの人権 110 番」強化週間（9月 3日まで）TEL0570-070-110（平日 8:30 ～ 18:30・土日 10:00 ～ 17:00）
・狩猟免許第 2回受付（9月 8日まで）　・荻の里温泉休館日

29㈫
30㈬ ・防災週間・建築物防災週間（9月 5日まで）

31㈭ ・市県民税 2期、国民健康保険税 2期、介護保険料 2期納期限
・竹田温泉「花水月」休館日

月　間・
その他

・青い羽根募金活動　・差別をなくす運動月間　・道路ふれあい月間　・北方領土返還運動全国強調月間　・食品衛生月間　・電気使用安全月間
・自然に親しむ運動（20日まで）　・ほっとウィーク（9月 30日まで）　・夏の省エネキャンペーン（9月 30日まで）

※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（小林会長：☎ 62 ‒ 3304）　※2：お問い合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62 ‒ 4100
※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080 ‒ 5274 ‒ 3359）



たけたん情報 平成18年8月号 ❻

  
人　

権

全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

相
談
強
化
月
間

期
間　

８
月
28
日
㈪
〜
９
月
３
日
㈰

　
　
　

平
日
８
時
30
分
〜
18
時
30
分

　
　
　

土
・
日
10
時
〜
17
時

電
話
番
号　

０
５
７
０‒

０
７
０‒
１
１
０

　
（
全
国
共
通
／
大
分
地
方
法
務
局
）

相
談
内
容　

学
校
に
お
け
る
い
じ
め
、
体
罰
、

　

児
童
虐
待
、
児
童
買
春
等
、
子
ど
も
に
関
す

　

る
人
権
問
題 

担
当
者　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
９
７‒

５
３
２‒

３
１
６
１
（
内
線
36
）

http://w
w
w.jinken.go.jp/oita/oita_index.htm

l 

  

年　

金

「
付
加
年
金
」
を
ご
存
知
で
す
か

　

付
加
年
金
は
、
老
後
に
よ
り
高
い
年
金
を
受

け
た
い
と
考
え
て
い
る
方
が
、
毎
月
の
保
険
料

の
ほ
か
に
付
加
保
険
料
と
し
て
月
額
４
０
０
円

を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
権
を
得
た
時
に
老
齢
基
礎
年
金

に
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

加
入
で
き
る
の
は
、
農
業
・
漁
業
者
、
自
営

業
者
と
い
っ
た
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者

だ
け
で
す
（
65
歳
ま
で
の
任
意
加
入
被
保
険
者

を
含
む
）。
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る

方
は
、
国
民
年
金
基
金
が
付
加
年
金
を
取
り
入

れ
た
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
方
は
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

付
加
年
金
額

　

２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数

●
お
問
い
合
せ　

大
分
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
７‒

５
５
２‒

１
２
１
１

　

市
民
課
年
金
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
１
１
３
）

  

保
健
衛
生

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
健
康
診
断

　

ア
ス
ベ
ス
ト
を
原
因
と
す
る
中
皮
腫
、
肺
ガ

ン
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
ば
く
露
し
て
か
ら
30
〜

40
年
と
い
う
非
常
に
長
い
期
間
を
経
て
発
病
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
そ
の
健
康

被
害
が
多
発
し
て
お
り
、
今
後
も
増
加
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
分
県
で
も
、
宇
佐
市
内
の
旧
ア
イ
コ
ー
株

式
会
社
九
州
工
場
（
昭
和
44
年
操
業
、
平
成
11

年
５
月
閉
鎖
）
に
お
い
て
製
品
製
造
過
程
で
ア

ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
分
県
宇
佐
豊
後
高
田
県
民
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
ば
く
露
し
た
可
能

性
の
あ
る
元
従
業
員
を
対
象
に
健
康
診
断
（
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
）
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
方
は
宇
佐
豊
後
高
田
県
民
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

費
用　

無
料

そ
の
他　

元
従
業
員
の
家
族
及
び
同
工
場
の
周

　

辺
に
居
住
し
て
い
た
方
に
つ
い
て
も
、
同
セ

　

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
宇
佐
豊
後
高
田
県
民

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
宇
佐
保
健
福
祉
部

　

☎
０
９
７
８‒

32‒

１
３
５
０

  

福　

祉

恩
給
欠
格
者
、
引
揚
者
の
皆
様
へ

　

い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
者
の
方
々
、
ま
た
は
引

揚
者
の
方
々
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
等
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。
請
求
書
類
は
、
福
祉
事
務

所
・
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
の
窓
口
に
設
置

し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

　

☎
０
１
２
０‒

２
３
４‒

９
３
３

　

http://w
w
w
.heiw

a.go.jp

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
「
母
子
家
庭
医
療
費
助

成
」
は
、「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
」
と

し
て
父
子
家
庭
ま
で
対
象
を
拡
大
し
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
親
子
が
支
払
っ
た
医
療
費
に
つ
い
て

自
己
負
担
分
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

受
給
資
格
者　

離
婚
、
死
別
等
で
配
偶
者
の
い

　

な
い
方
で
、
現
に
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

　

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
を

　

監
護
し
て
い
る
方

支
給
制
限　

請
求
者
及
び
そ
の
扶
養
義
務
者
等

　

の
前
年
の
所
得
が
限
度
額
以
上
あ
る
場
合
、

　

そ
の
年
度
（
８
月
か
ら
翌
年
の
７
月
ま
で
）

　

は
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
所

　

得
限
度
額
は
後
述
す
る
児
童
扶
養
手
当
の
限

　

度
額
と
同
じ
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
１
５
４･

１
５
５
）

児
童
手
当

支
給
対
象　

児
童
手
当
は
、
12
歳
到
達
後
の
最

　

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
児
童
（
小
学
校
修
了

　

前
の
児
童
）
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
し

　

ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
（
１
月
か
ら
５
月
ま

　

で
の
手
当
に
つ
い
て
は
前
々
年
）
の
所
得
が

　

一
定
額
以
上
の
場
合
は
支
給
し
ま
せ
ん
。

支
給
手
続
き　

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
す

　

る
家
計
の
主
た
る
生
計
維
持
者
が
申
請
し
、

　

住
所
地
の
市
町
村
長
（
公
務
員
の
方
は
勤
務

　

先
）
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
申
請

　

し
た
翌
月
分
か
ら
支
給
し
ま
す
（
今
回
の
制

　

度
改
正
に
係
る
特
例
が
あ
り
ま
す
）。

支
払
時
期　

原
則
、
毎
年
２
月
、
６
月
、
10
月

　

に
、そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
支
給
し
ま
す
。

現
況
届　

毎
年
６
月
に
、
現
況
届
を
提
出
し
な

　

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
今
年
、
ま
だ
提
出
し

　

て
い
な
い
方
は
、
早
急
に
提
出
し
て
く
だ
さ

　

い
。
提
出
を
行
わ
な
い
と
６
月
分
以
降
の
手

　

当
は
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

※
老
人
控
除
対
象
配
偶
者
又
は
老
人
扶
養
親
族

　

が
あ
る
方
、
扶
養
親
族
等
の
数
が
６
人
以
上

　

の
方
は
、
限
度
額
に
加
算
が
あ
り
ま
す
。

扶養親族等の数 国民年金加入者 厚生年金等加入者

0 人 460.0 532.0

1 人 498.0 570.0

2 人 536.0 608.0

3 人 574.0 646.0

4 人 612.0 684.0

5 人 650.0 722.0

所得制限限度額　　　　　　　　　　　　（単位：万円）



❼ 2006年8月発行

法
改
正
に
伴
う
児
童
手
当
手
続
き

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
支
給
対
象
者
が
小

学
校
６
年
生
（
12
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
）

ま
で
に
拡
大
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
所
得
限
度
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
５
・
６
年
生
の
い
る
保
護
者
で
平
成

18
年
９
月
30
日
ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し
た
方

は
、
特
例
的
に
４
月
１
日
に
さ
か
の
ぼ
り
受
給

で
き
ま
す
。
６
月
に
現
況
届
を
提
出
し
た
方
で

も
、
こ
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
広
報
た
け
た
５
月
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

受
給
者
の
方
へ

　

８
月
は
現
況
届
並
び
に
所
得
状
況
届
の
提
出

月
で
す
。
提
出
し
な
い
場
合
、
８
月
分
以
降
の

手
当
が
差
止
め
に
な
り
ま
す
。
必
ず
期
間
内
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
児
童
扶
養
手
当

１
、
受
給
資
格

　

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
18
歳
到
達
後
最
初

の
３
目
31
日
ま
で
の
児
童
を
監
護
し
て
い
る
母

や
、
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
で
す
。
な
お
、
児
童
が
政
令
で
定
め
る
程

度
の
障
が
い
を
有
す
る
場
合
は
、
20
歳
未
満
ま

で
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
生
計
を
同
じ
く

　

し
て
い
な
い
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
が
い
に
あ
る

　

児
童

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

⑤
父
か
ら
引
き
続
き1

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

　

る
児
童

⑥
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁

　

さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児
童

⑧
棄
児
等
で
、
母
が
児
童
を
懐
胎
し
た
時
の
事

　

情
が
不
明
で
あ
る
児
童

※
次
の
場
合
、
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
児
童
が

イ
、
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
時
。

口
、
父
又
は
母
の
死
亡
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る

　

公
的
年
金
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
時
。

ハ
、
父
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
給
付
の
加
算

　

対
象
に
な
っ
て
い
る
時
。

二
、
労
働
基
準
法
等
の
規
定
に
よ
る
遺
族
補
償

　

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
時
。

ホ
、
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
又
は
里
親
に
委

　

託
さ
れ
て
い
る
時
。

へ
、
母
の
配
偶
者
（
事
実
上
の
婚
姻
関
係
の
場

　

合
も
含
む
）
に
養
育
さ
れ
て
い
る
時
。

②
母
又
は
養
育
者
が

イ
、
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
時
。

口
、
公
的
年
金
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

　

時
（
例
外
あ
り
）。

ハ
、
養
育
者
で
は
児
童
と
別
居
し
て
い
る
時
。

２
、
手
当
額

児
童
１
人
の
と
き

　

月
額
４
１
、７
２
０
〜
９
、８
５
０
円

　
（
所
得
に
応
じ
て
10
円
き
ざ
み
）

児
童
２
人
の
と
き　

５
、０
０
０
円
加
算

児
童
３
人
以
上
の
と
き

　
　

１
人
に
つ
き　

３
、０
０
０
円
加
算

　

た
だ
し
、
支
給
開
始
月
か
ら
５
年
ま
た
は
支

給
要
件
に
該
当
し
た
月
か
ら
７
年
を
経
過
し
た

時
か
ら
減
額
さ
れ
ま
す
。

３
、
支
給
制
限

　

手
当
の
受
給
者
又
は
扶
養
義
務
者
や
配
偶
者

の
前
年
所
得
が
、
次
表
の
扶
養
親
族
等
の
数
に

よ
る
所
得
限
度
額
以
上
あ
る
場
合
、
そ
の
年
度

（
８
月
分
か
ら
翌
年
の
７
月
分
ま
で
）
の
手
当

４
、
届
出
の
義
務

　

手
当
の
受
給
者
は
次
の
よ
う
な
届
出
の
義
務

が
あ
り
ま
す
。

①
現
況
届

②
資
格
喪
失
届
…
婚
姻
の
届
出
を
し
た
時
や
公

　

的
年
金
（
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
等
）
を
受

　

け
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、
児
童
の
転
出
等
に

　

よ
り
監
護
（
養
育
）
し
な
く
な
っ
た
時
等
。

※
資
格
喪
失
届
を
提
出
せ
ず
に
手
当
の
支
払
い

　

を
受
け
た
場
合
、
資
格
が
な
く
な
っ
た
月
の

　

翌
月
分
以
降
の
手
当
を
す
べ
て
返
還
し
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。

③
転
出
届
…
市
外
へ
転
出
す
る
時
。

※
上
記
以
外
に
も
、各
種
の
届
出
が
あ
り
ま
す
。

◇
特
別
児
童
扶
養
手
当

１
、
受
給
資
格
者

　

知
的
障
が
い
、
も
し
く
は
身
体
障
が
い
（
中

程
度
以
上
）
の
状
態
に
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童

を
監
護
し
て
い
る
父
母
、
ま
た
は
父
母
に
か
わ

っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
。
た
だ
し
、
児

童
が
障
が
い
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
時
、
又
は
児
童
福
祉

施
設
等
へ
入
所
し
て
い
る
時
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。

２
、
手
当
の
額

重
度
障
害
児
（
１
級
）
の
場
合

　

１
人
に
つ
き　

月
額
５
０
、９
０
０
円

中
度
障
害
児
（
２
級
）
の
場
合

　

１
人
に
つ
き　

月
額
３
３
、９
０
０
円

３
、
支
給
制
限

　

請
求
者
及
び
そ
の
扶
養
義
務
者
等
の
前
年
の

所
得
が
左
表
の
限
度
額
以
上
あ
る
場
合
は
、
そ

の
年
度
（
８
月
か
ら
翌
年
の
７
月
ま
で
）
の
手

当
の
支
給
は
停
止
さ
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
１
５
４･

１
５
５
）

扶養親族等の数 本人（全部支給） 本人（一部支給） 配偶者及び扶養義務者

0 人 190,000 円 1,920,000 円 2,360,000 円

1 人 570,000 円 2,300,000 円 2,740,000 円

2人 950,000 円 2,680,000 円 3,120,000 円

3人 1,330,000 円 3,060,000 円 3,500,000 円

4人 1,710,000 円 3,440,000 円 3,880,000 円

5人 2,090,000 円 3,820,000 円 4,260,000 円

所得制限限度額

扶養親族等の数 本人（全部支給） 配偶者及び扶養義務者

0 人 4,596,000 円 6,287,000 円

1人 4,976,000 円 6,536,000 円

2人 5,356,000 円 6,749,000 円

3人 5,736,000 円 6,962,000 円

4人 6,116,000 円 7,175,000 円

所得制限限度額

の
全
部
又
は
一
部
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。



たけたん情報 平成18年8月号 ❽

事業所名 事業所の内容 求人職種 求人数 年　齢 賃金（千円） 備　　　考

荻の里温泉
市民の福祉向上、
健康増進と都会の
人々との交流

フロント・売店係 1 不　　問 121
接客係 1 20 ～ 55 110
調理補助 1 20 ～ 55 110

大丸旅館 旅　館 接客係 2 20 ～ 55 120 ～ 200
ラムネ温泉倶楽部 温泉・カフェ・美術館 接客係 1 30 才以下 120 ～ 170

ピュアサフラン
事業所

地域で暮らす子ども、高
齢者、障がい者の支援

ケアマネージャー 2 不　　問 188 ～ 208
介護職 8 不　　問 123 ～ 143 ホームヘルパー２級

孝寿福祉会
（美晴が丘）
伊藤医院
わくわくデイケア

特別養護老人ホーム
老人通所介護
介護保険事業

看護員 1 20 ～ 40 155.5 ～ 225.6 正・准看護師
ケアワーカー 1 18 ～ 40 143 ～ 174.5 介護福祉士
正看護師 1 20 ～ 40 165 ～ 223.5
准看護師 1 20 ～ 40 140 ～ 203.5

友岡建設 土木工事、建築工事、コ
ンクリート製品製造販売

営　業 1 25 ～ 40 200 ～ 250
土木技術士 3 20 ～ 40 220 ～ 330 1級・2級土木施行管理技士

竹田訪問看護ステーション 訪問看護 正・准看護師 1 不　　問 153 ～ 183 竹田医師会立

竹田医師会病院 病　院

理学療法士 2 不　　問 230 ～ 250
作業療法士 1 不　　問 230 ～ 250
正・准看護師 10 不　　問 153 ～ 183
看護補助者 5 不　　問 120 ～ 160 ヘルパー 2級

平成18年8月　岡の里ふるさとＵターン情報

ふるさと竹田で新しい挑戦！
お盆で帰省されているあなたのUターン就職を、市内の企業が期待しています。ふるさとの企業で新しくスタートしてみませんか？

○この一覧表は、ハローワーク豊後大野（竹田地域職業相談室）に申し込まれている 7月 1日現在の有効求人で
　す。誌面の都合上、3人以上の求人のみの掲載ですが、一覧表以外にも多種の求人がありますので、窓口へお
　申し出ください。
○上記の一覧表は、日時の経過で求人数等に多少の変更が生じることがあります。
●お問い合せ　竹田地域職業相談室（豊後竹田駅前郵便局隣）　  ☎ 0974-63-1101
　　　　　　　ハローワーク豊後大野（豊後大野公共職業安定所）  ☎ 0974-22-8609

  

退
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金
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準
備
、

  

中
退
協
制
度

　
中
退
協
制
度
（
中
小
企
業
退
職

金
共
済
制
度
）
は
、
中
小
企
業
で

働
く
従
業
員
の
た
め
の
外
部
積
み

立
て
型
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　
掛
金
は
月
額
５
、０
０
０
円
か
ら

で
（
全
額
非
課
税
）、
国
が
一
部
助

成
し
ま
す
。
ま
た
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
（
短
時
間
労
働
者
）
も
特
例

掛
金
で
加
入
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
適
格
年
金
制
度
か
ら
も
、

事
務
手
数
料
無
料
で
全
額
移
行
、

加
入
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
独
立
行
政
法
人

　
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
中
小

　
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
退

　
職
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
☎
０
３‒

３
４
３
６‒

４
３
５
１

　
退
職
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
　
福
岡

　
☎
０
９
２‒

６
３
１‒

２
５
５
１

求 人 情 報
◇土木工事施行管理 2 人 23 ～ 35 才 19.5 ～ 24 万◇臨床検査技師 1
人年齢不問 15.6 ～ 19.6 万◇理学療法士１人 21 ～ 40 才 15.6 ～ 22
万◇グループホームヘルパー 3 人年齢不問 12 万◇正看護師 1 人 20
～ 40 才 16.8 ～ 22 万◇医療事務 2 人 20 ～ 35 才 15 ～ 18 万◇事務
1 人年齢不問 12.5 万◇フロント・売店係 1 人年齢不問 12.1 万◇営業・
販売外交員 1 人年齢不問 12 万◇コントロールスタッフ 2 人年齢不
問 13.2 ～ 14 万◇建設機械整備 1 人 18 ～ 40 才 15.9 ～ 22.5 万◇調
理師見習１人 18～ 30 才 13 ～ 16 万◇タクシー乗務員 2 人年齢不問
13.4 ～ 22 万◇トラック運転手 1 人 22 ～ 45 才 18.4 ～ 19.5 万◇ダ
ンプカー運転手 1 人 25 ～ 50 才 19 万◇クリーンクルー 1 人 50 才以
下 15.6 万◇葬儀全般（生花部）１人年齢不問 12～ 20万◇建築大工（見
習い可）1 人年齢不問 12.5 ～ 32.5 万◇ハウス内農作業 2 人年齢不問
14.4 ～ 15.6 万◇瓦葺工 2 人年齢不問 24～ 28.8 万◇洗卵工場幹部候
補 2 人 20 ～ 40 才 18 ～ 27 万◇配管工 1 人 20 ～ 50 才 15 ～ 25 万

　面接で事業所や会社等を訪問される人は、必ず相談室の窓口で紹介
状をもらってから面接に行ってください。
●お問い合せ　竹田地域職業相談室　☎ 63-1101

お盆で帰省されているあなたのUターン就職を、市内の企業が期待しています。ふるさとの企業で新しくスタートしてみませんか？




